NEC 



NEC Express5800 シリーズ 
MegaRAID Storage Manager™ 
ユーザーズガイド 
Windows 版 


2007年 2 月 8 版 
808-882425-675 -H 


はじめに 


本書では、 「LSI Logic Embedded MegaRAID(tm)」 、 「N8103- 91 ディスクアレイコント 
口ーラ（内蔵 SAS HDD 用）」、 「N8103-90 ディスクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用）」、 
「N8103-99 ディスクアレイコントローラ （Och)」 、 「N8403-019 ディスクアレイコント 
口ーラ」、 「LSI Logic MegaRAID(tm) SAS PCI EXPRESS (tm) ROMBj を搭載した Express 
5800シリーズで利用するユーティリティ 「MegaRAID Storage Manager(tm)」 について説明 
しています。本書では、これら全てのコントローラに関係する内容を含んでおり、システ 
ムによっては対象外となるコントローラの記述も含まれています。 

MegaRAID Storage Manager (tm) を使用される際は、本体装置に添付されているユーザーズ 
ガイドを必ず最初にお読みください。 

本書の内容は、 Windows の機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に説明 
しています。 Windows に関する操作や不明点については、 Windows オンラインヘルプやマ 
ニュアルなどを參照してください。 


商標 


LSI Logic, LSI Logic ロゴのデザイン， iBBU，MegaRAID , MegaRAID Storage 
Manager は、米国 LSI Logic Inc. の登録商標または商標です。 

ESMPRO、EXPRESSBUILDER は、日本電気株式会社の登録商標です。 


Microsoft とその ロゴおよび、 Windows、Windows Server、MS-DOS は米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

Linux は、 Linus Torvalds 氏の米国およびその他の国における商標または登録商標で 
す0 


記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 


ご注意 


(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) NEC の許可なく複製 ■ 改変などを行うことはできません。 

(4) 本書の内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載も 
れなどお気づきのことがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

(5) 運用した結果の影響については （4) 項に関わらず責任を負いかねますのでご了承くださ 
い0 


© NEC Corporation 2007 
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A . 通報監視について 









，• 概要 

1-1 Meg a RAID Storage Manager™ について 

MegaRAID Storage Manager ( tm ) (以降 MSM と略します）は口ーカルまたはリモートの MegaR 
AID Storage システム ( SAS / SATA ) を監視.管理するためのアプリケーシヨンです。 
MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) とは、次のものを指します。 

■ 「LSI Logic Embedded MegaRAID ( tm )」 

■ 「 N 8103-90 ディスクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用）」 

■ 「 N 8103-91 ディスクアレイコントローラ（内蔵 SAS HDD 用）」 

■ 「 N 8103-99 ディスクアレイコントローラ （ Och )」 

■ 「 N 8403-019 ディスクアレイコントローラ」 

■ 「LSI Logic MegaRAID ( tm ) SAS PCI EXPRESS ( tm ) ROMBj 


MSM は以下の様な特徴をもっています。 


■ 柔軟なシステム管理 

MSM を利用しているシステムに対し N 対1管理を提供しており、 TCP / IP を経由した通信が可能 
な環境の場合、リモート管理により一度に複数のシステム管理が可能です。 

■ グラフィカルな操作画面で以下のアレイの作成と削除する機能 

MSM では以下のアレイの作成が可能です。 

- RAID 0 ( 1台以上のハードディスクドライブでデータのストライビング） 

- RAID 1 (2 台のハードディスクドライブでデータのミラーリング） 

- RAID 5 (3 台以上のハードディスクドライブでデータのパリティ付ストライビング） 

- RAID 1のスパン （ RAID 10 と同義です。4台以上のハードディスクドライブでデータの 
ミラーリング+ストライビング） 

- RAID 5のスパン （ RAID 50 と同義です。6台以上のハードディスクドライブでデータの 
パリテイ付ストライビング+ストライビング） 


C 0 注為、 

ご使用の MegaRAID Storage システムによつては、ご利用になれるアレイのレベルが 
異なります。詳しくは、「4.1 MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) のサボート機 
能」を參照願います。 


■ アレイの整合性をチェックするための Check Consistency 機能 

MSM では整合性チェックをおこなう Check Consistency 機能をサボートしています。また、 
Check Consistency 機能で不整合を検出した際に、自動的にデータ修正を実施する機能もサ 
ポートしています。 


■アレイが縮退時のアレイ自動復旧（リビルド）機能 


MSM ではディスクの抜き差しのタイミングで実行されるホットスワップリビルドと、事前に 
ホットスペアディスクを定義しておくことで、アレイが縮退に移行したタイミングで、 

ホットスペアディスクを利用して実行されるホットスペアリビルドをサボートしています。 


ffl ヒント 

ホットスワップリビルドは、ホットスワップをサポートしたシステムのみ利用可能 
です。 


なお、 MSM の起動には、画面設定で 2 5 6 色以上となっている必要があります。2 5 6色を下 
回る設定の場合、2 5 6色以上の設定を要求するポップアップが表示され、 MSM を起動できませ 
ん〇 
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2. インストール.アンインストール 

2.1MSM の動作環境[サー 

MSM が動作する為に必要なハードウェアとソフトウェアの動作環境(サーバ）について以下に記載します。 

■ハ ー ドウ ェア 

-本体装置 ：次の MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) をサボートしている Express 5800/ 
50，100，600シリーズ（本体装置によってサボート対象が変わります。） 

■ 「LSI Logic Embedded MegaRAID ( tm)J 

■ 「 N 8103-90 ディスクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用）」 

■ 「 N 8103-91 ディスクアレイコントローラ（内蔵 SAS HDD 用）」 

■ 「 N 8103-99 ディスクアレイコントローラ （ Och )」 

■ 「 N 8403-019 ディスクアレイコントローラ」 

■ 「LSI Logic MegaRAID ( tm ) SAS PCI EXPRESS ( tm ) ROMBj 
-ハードディスクドライブの空き容量： 60 MB 以上 

■ ソフトウェア （本体装置のサボート 0 S によって、変わります。） 

- Windows Server 2003 SP 1(32 bit /64 bit ) 

- Windows Server 2003 R 2 (32 bit /64 bit ) 


- Windows XP Professional SP 2 (32 bit ) 


一 Windows XP Professional x 64 Edition 


2ュサ— / 乂のインスト — .アンインスト_ル 


本項では MegaRAID コントローラを搭載している、 Express 5800シリーズへの MSM のインストール/ 
アンインストールについて説明します。 


C 0 注為、 

■ MSM のインストール/アンインストールは管理者 （ Administrator ) 権限を持つュー 
ザが行ってください。 

■ サボート対象のソフトウヱアは、本体装置でサボートしていることが前提になり 
ます。 

■ MSM をインストール時、[名前： popup ]， [発行元：不明]に対し、 「 Windows セキュ 
リティの重要な警告」ウィンドウが表示される場合があります。対象のモジュー 
ルはインストーラ内で無効化しており運用 上 問題はありませんので、本警告ウィ 
ンドウは無視してください。なお、本警告ウィンドウはシステム再起動後、表示 
されなくなります。 

■ MSM のインストール時に、 「 Standby/Hibernation Lock (*1)」ドライバのインス 

卜ールに対し、「セキュリティの警告」のダイアログが表示される場合がありま 
す。当警告が表示された場合、「このドライバソフトウェアをインストールしま 
すか？」の問いに対し、「はい」を選択してインストールを継続してください。 
*1 : 64 bit 0 S の場合 、 「NEC Standby/Hibernation Lock 」 と表示されます。 


ffl ヒント 

-カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に MSM があらかじめインストールされている場合があ 
ります。 

■ シームレスセットアップを使ったセットアップ 

MSM は添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 に収められている自動インストールツール 
「シームレスセットアップ」を使ってインストールできます。シームレスセッ 
トアップを開始すると、アプリケーシヨンを設定するダイアログボックスが表 
示されます。ここで 「 MSM 」 を選択してください。 

■ 「 N 8103-91 ディスクアレイコントローラ（内蔵 SAS HDD 用）」などのように、 
「 EXPRESSBUILDER 」 に MSM が格納されていない場合、ボード添付の CD 媒体を 

セットし、 MSM フォルダ直下の SETUP . EXE を起動して、ガイドに従って手動イン 
ストールを行ってください。 


— 〇 — 
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[サーバへの MSM インストール手順] 

以下の手順で MSM のインストールを実施します。 


1. コンピュータの CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD 媒体をセツトします。 


2. 画面に表示された 「マスタ ー コン トロール メニユ ー」の 
「ソフトウェアのセットアップ」を右クリックし、 
「MegaRAID Storage Manager 」 をクリックすると、 
「インストール/アンインストール選択」のダイアログ 
ボックスが表示されますので。 [ MSM をインストールす 
る]を選択し[次へ]をクリックします。 



セ，け， r wr 

ご利用方法に合わせて最適なセットアッフ°タイフそ遥択じ c ください。 


線 U 人]し嘉說敌 a 、。 

MSM をインストールする 
C MSM をアンインストールする 





InstallShield - 

次へ + P > I 4ヤンセル 


3. 「インストール先ディレクトリの指定」のダイアログ 
ボックスが表示されます。インストール先ディレクトリ 
を変更したい場合は、[参照..]を選択しメッセージに 
従ってディレクトリを変更してください。ディレクトリ 
指定が完了したら、[次へ]をクリックします。インス 
卜_ル先ディレクトリを変更しない場合は、そのまま 
[次へ]をクリックします。 



セットアップIお欠のディレクトリIこ MSM をインストうレします0 

インストール先ディレクトリを変更するには、[参照]ボタンをクリックしてディレクトリを指定してくださ 
い。 


r インストール先のフォルダ- 

¥ Program Files¥ Mega RAID Storage Manager 参 P 居®… J 


< 戻る®)」 [] 〉欠べ砂7 :■ キドノセル」 


4. 


インストールを開始します。インストール完了後、セツ 
トアツプ終了のダイアログボツクスが表示されます。 

[はい、今すぐコンピュータを再起動します。 ] を選択し、 
[0 K ] をクリツクしてください。 


降ットアップの終了 


a はい、今すぐ:!ンヒ°ュ4を再起勖します。 
C いいえ、後でコンビ: Hi を再起動]します。 


MSM のセットアップ|才終了しました。 

設定を有効Iこするために IS システムの再起動)が必要です, 
直ちに、再起動)しますか？ 



MSM のインストール終了時の再起動選択後、ごく稀に、セットアップの背景がその 
まま残る場合があります。この場合は以下の手順に従ってください。 

(1) [Ctr l ] + [ Alt ] + [ Delete ] を押し、 「 Windows のセキュリティ」画面からタスクマ 
ネージャを起動します。 

(2) rinstal IShield - MSM 」 のタスクを終了させます。 

(3) この 後、「1628:スクリプト ベースの インストールを完了できませんでし 
た。」等のダイアログが表示された場合は、 [0 K ] ボタンをクリックしてダイア 
ログボックスを閉じてください。 

この後システムを再起動しインストールは完了です。なお、この操作を行った場合 
でも MSM は正常にインストールできています。 




































[サーバからの MSM アンインストール手順] 

以下の手順で MSM のアンインストールを実施します。 


£0注意 

-「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」または「プログラ 
ムの追加と削除」からの MSM のアンインストールは行わないでください。アンイ 
ンストールは、本章に記載の手順に従ってください。 

■ アンインストール時に “Appl ication is not running ” の POPUP が表示されますが、問 
題ありませんので、 POPUP を閉じて処理を継続してください。 


1. コンピュータの CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD 媒体をセツトします。 


2. 画面に表示された 「マスタ_コン トロ ール メニュ ー 」 の 
「ソフトウェアのセットアップ」を右クリックし、 
「MegaRAID Storage Manager 」 をクリックすると、「イ 
ンストール/アンインストール選択」のダイアログボッ 
クスが表示されますので、 [ MSM をアンインストールす 
る]を選択し[次へ]をクリックします。 



セ7トアブデタイフ # 

ご利用方法に合わせて最適なセットアッフ°タイフせ逞折してください。 




逞折後、 D 欠へ]ボタンをクリックして、実行じ C ください。 


r msm をインストールする 
F MSM をアンインストールする 


InstdlShield - 

- J ； 次へ砂》 ] キ心セル」 


3. しばらくすると、アンインストールの確認ダイアログ 
ボックスが表示されますので[はい]を選択します。 



4. アンインストールを開始します。アンインストール完了 
後、セットアップ終了のダイアログボックスが表示され 
ます。[はい、今すぐコンピュータを再起動します。]を 
選択し、 [0 K ] をクリックしてください。 


MSM のセットアップ13：終了しました。 

設定を有効Iこするために IJ システムの再起射)が必要です。 
直ちに、再起勒しますか？ 


^はい、今すぐ:!ンヒ # ュ勺を再起動します。 


广いいえ、後でコンピュ-夕を再起觔します。 


"0K' 
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2.3 MSM の動作環境 i 管理 PC) 


MSM が動作する為に必要なハードウェアとソフトウヱアの動作環境（管理 PC ) について以下に記載します。 

■ハ ー ドウ ェア 

-本体装置 ： Windows をサポ _ 卜する次の装置 

Express 5800/50,100, 600シリ —ズ 

PC / AT 互換機 （Intel Pentiumm またはそれ以上の CPU 搭載） 

-ハードディスクドライブの空き容量： 60 MB 以上 

■ ソフトウェア 

- Windows Server 2003 SP 1(32 bit /64 bit ) 

- Windows Server 2003 R 2 (32 bit /64 bit ) 

- Windows 2000 SP 4 (Server / Workstation ) 

- Windows XP Professional SP 2 (32 bit ) 

一 Windows XP Professional x 64 Edition 


Windows の管理 PC から Linux のサーバを監視することも可能です。 

また、 Linux の管理 PC から Windows のサーバを監視することも可能です。 

Linux 0 S と混在させる場合は、 Linux 版の MSM ユーザーズガイドも合わせてご確認くださし 、0 


2.4 管理 PC のインスト— JU • アンインスト— JP 

本項では、ネットワーク経由でサ _ バを管 I 里するコンピユ _ 夕へ MSM をインスト _ ル/アンイン 
ストールする手順について説明します。 


ffl 注意 

■ MSM のインストール/アンインストールは管理者 （ Administrator ) 権限を持つユー 
ザが行ってください。 

■ MSM をインストール時、[名前： popup ]， [発行元：不明]に対し、 「 Windows セキュ 
リティの重要な警告」ウィンドウが表示される場合があります。対象のモジュー 
ルはインストーラ内で無効化しており運用上は問題ありませんので、本警告ウィ 
ンドウは無視してください。なお、本警告ウィンドウはシステム再起動後、表示 
されなくなります。 


Iflfl ヒント 

ご購入のシステムによっては、すでに MSM がインストールされている場合がありま 
す。その場合はインストール手順を行う必要はありません。 


[管理 PC への MSM インストール手順] 

以下の手順で MSM のインストールを実施します。 

1. コンピュータの CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD 媒体をセツトします。 

2. 以下のフォルダ配下にある MSM . EXE を実行します。 

¥ MSM ¥ VIVA ¥ MSM . EXE 




3. 


右の画面が表示されますので、 



4. 右の画面が表示されますので、[丨 accept the terms in 
the license agreement ] をチ：!：ツクして、 [ Next ] をク 
リックします。 


5. 右の画面が表示されますので、 [All users ] をチェック 
し、 [ Next ] をクリックします 0 




6 . 


右の画面が表示されますので、 [ Next ] をクリックします。 
インスト _ ルフォルダを変更する場合は、 [ Change ] をク 
リックして、インストールしたいフォルダを指定してく 
ださい。 


■ 


Destination Folder 

Click Next to install to this folder, or click Change to install to a different Polder 



Q 


Install Megaraid Storage Manager to: 

C:¥Program Files^MegaRAID Storage Manager^ 


7. 右の画面が表示されますので、 [Cl ient ] を選択して 
[ Next ] をクリックします。 


< Back | Next > | Cancel | 
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8. 右の画面が表示されますので 、 [Instal I ]をクリックし 
ます。 



Ready to Install the Program 

The wizard is ready to begin installation. 


Click Install to begin the installation. 



Click Back to review or change any of your installation settings. 
Click Cancel to exit the utility. 


く Back|j install i] Cancel 


9. 右の画面が表示されますので、 [ Finish ] をクリックしま 
す。以上でインストールは完了です。 
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[管理 PC からの MSM アンインストール手順] 

以下の手順で MSM のアンインストールを実施します。 


ffl 注意 

-「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」または「プログラ 
ムの追加と削除」からの MSM のアンインストールは行わないでください。アンイ 
ンストールは、本章に記載の手順に従ってください。 


1. コンピュータの CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD 媒体をセツトします。 

2. 以下のフォルダ配下にある MSM . EXE を実行します。 

¥ MSM ¥ VIVA ¥ MSM . EXE 


3. 


右の画面が表示されますので、 



4. 


右の画面が表示されますので、 
[ Next ] をクリックします 0 


[ Remove ] をチェックして、 



Program Maintenance 

Modiry, repair, or remove tne program. 



jrjl' Change which program features 

rfr^ Custom Selection dialog in which 

installed. 


are installed. This option displays the 
you can change the way features are 


^ Repair 


Repair installation errors in the program. This option fixes missing or 
corrupt files, shortcuts, and registry entries. 


け Rennove! 



< Back | Next > J Cancel 


5. 右の画面が表示されますので、 [ Remove ] をクリックしま 
す0 



Click Remove to remove Megaraid Storage Manager from your computer. 

After removal, this program will no longer be available for use. 

If you want to review or change any settings^ click Back. 


< Back[i Remove ij Cancel 


6. 右の画面が表示されますので、 [ Finish ] をクリックしま 
す。以上でアンインストールは完了です。 




InstallShield Wizard Completed 


The InstallShield Wizard has successfully uninstalled Megaraid 
Storage Manager Click Finish to exit the wizard. 
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3 . 操作 

MSM の起動方法や表示される画面操作方法などについて説明します。 

なお、ご利用の MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) によっては、サボートする機能が異なり 
ます。サボートされない機能は、メニュー表示されませんので、ご注意ください。各 MegaRAID 
Storage システム （ SAS / SATA ) のサボート機能に関しては「4.1 MegaRAID Storage システム （ SAS/S 
ATA ) のサボート機能」を參照願います。 


3.1MSM の起動 

本項では MSM の起動方法について説明します。 


E0 注為、 

■アレイ保守操作以外は MSM 表示を終了させておいてください。 

■ ご使用の 0 S 、 カラースキームにより、マニュアル中の画像が実際の画面と異なる 
場合があります。 


ffl ヒント 

Windows ファイアウォールをサポ_卜している 0 S にて、 MSM をインスト_ルすると、 
MSM 起動時に” javaw ” に対し 「 Windows セキュリティの重要な警告」ウィンドウが 
表示される場合があります。この場合、[ブロックを解除する]を選択して利用して 
ください。 


3.1.1 MegaRAID Storage システム (SAS/SATA ) の制御 

MegaRAID Storage システム ( SAS / SATA ) を口 ーカル/リモートコンピュータで制御する場合は以下 
の手順で MSM を起動し、アレイ構成画面を表示します。 


ffl ヒント 

■ リモ_トコンピュ_夕で制御する場合、リモ_トコンピュ_夕側にも MSM がイン 
ストールされている必要があります。 

■ リモートコンピュータで制御されるシステムは、 MSM のサービスが動作している 
必要があります。 

■ リモートコンピュータで制御されるシステムにて Windows OS のファイアウォール 
機能等が動作している場合、リモートコンピュータ側より制御できません。 
この場合、リモートコンピュータから制御可能な設定（*1)に変更してください。 
*1：MSM では Port 番号 3071 ， 5571 を 利用しています。また、 3200 〇番以降の任意の 
空き ポー トも使用します。 これら port を 塞がないでください。 


1 . [スタート] — [プログラム] — [MegaRAID Storage 
Manager ] を選択し、 [ StartupU 丨 ] をクリックします。 
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2 . 


口 _カル/リモートコンピュータで制御するサ_バを選 
択し、 [ Connect ] ボタンをクリックします。 

同ーサブネットに属する MegaRAID Storage システム 
( SAS / SATA ) は、自動的に選択候補として表示されます。 
サブネットを越えて接続する際には、画面下部のテキ 



ストボックスに IP アドレスを入力して 「 Update 」 ボタ 
ンをクリックします。該当する IP アドレスのサーバに 
MegaRAID Storage システム ( SAS / SATA ) が 見つ かった場 
合、表示に反映します。 



サーバ選択画面の各ホストには、丸いアイコンを表示します。色によって次の意味を表し 
ます。 

緑：正常 

黄：ディスクアレイのデグレード発生 
赤：コンフィグレーション異常発生 


3. 


ログイン画面で以下の操作をします。 

- 「Login Mode 」 はアレイの構成を変更する場合は 
[Full Access ] を選択し、参照だけの場合は [View 
Only ] を選択します。 

■ 「User name 」 フイールドに、システム管理者 
( Administrators ) 権限のあるユーザ名を指定します。 

■ 「 Password 」 フイー ルドに 「User name 」 フイール 
ドに指定したユーザ名のパ スワー ドを入力します。 

_ [ Login ] をクリックします。 



ffl 注意 

■ 「User name 」 フイールドに、システム管理者 （ Administrators ) 権限のあるユー 
ザ名として指定できるのは、監視対象のサーバローカルのユーザです。ドメイン 
にてユーザ管理している環境などで、ドメインユーザに対して Administrator 権 
限を付与してもシステム管理者としてログインできません。 
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3.2 MSM の操作画面 

MSM の表示例を示します（ログイン後、右図の様な 
画面が表示されます）。 

MSM は以下の4つの画面インタフェースがありま 
す。 

① メニューハー 

② Physical/Logical ヒュ ー 

③ Properties / Operations/GraphicaI ヒュー 

④ イベントビューワ 




?erted Device Type: Pis 


ar 


れらに対し、以下の様な操作が可能です。 

メニューバーより機能を選択可能 

Physical / Logical ビューにてオブジェクトを選択し、右クリックにて項目を選択可能 
Operations タブより機能を選択可能 

イベントビューワにてイベントを選択し、右クリックにて項目を選択可能 
イベントをダブルクリックで詳細表示可能 


ヒント 


各メニュー内で薄い文字で表示されるメニューについては、メニューを表示し 
た時点の環境では何らかの理由により利用できないメニューとなります。 

ご利用の MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) によっては、利用できない（表示 
されない）メニュー項目があります。 


3.2.1 メニューバー 

メニューバーで指定可能な項目は、各オブジェクトを右クリックすることでも選択/実行可能で 
す。 

メニューバーは以下のように表示されます。 


File Operations Group Operations Log Tools Help 


以下に各メニューについて説明します。 


[File] メニュー 

[Fi le ] メニューでは以下の項目が選択可能です。 


MegaRAID Storage 



[ Rescan ] : 

リスキャンを実施し、アレイの構成情報の再取得を実施 
します。 

[ Exit ] : 

MSM を終了します。 


1 注意 

リスキャンを再度実施する場合は、60秒以上の間隔をあけてください。この間隔が 
短いと予期せぬ事象が発生する可能性があります。 
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[Operations ] メ ニユー 

[ Operations ] メニューを選択すると、 MSM 上で指定されているオブジェクトを右クリックし 
た時のメニュー（コンテキストメニュー）が表示されます。 

そのため、メニュー表示にフォーカスが当たっているオブジェクトに応じて、 [ Operations ] 
メニューに表示されるメニュー項目も変化します。 


■ [Group Operations] メ ニユー 

[Group Operations ] メニューでは以下の項目の選択が可能です。 



[Check Consistency ] : 

論理ドライブの整合性チェックを実施します。整合性 
チェックの実行については 「3.4.1整合性チェックの実 
行」 の項を參照してください。 

[ Initialize ] : 

論理ドライブの初期化を実施します。 


[Show Progress ] : 

現在実行中の処理の進渉率確認と処理の中止ができます。 


■ [Log] メニュー 

[ Log ] メニューでは以下の項目の選択が可能です。 

[Save Log ] : 

イベントビューワに表示されているログをファイルに保存 
します。 

[Clear Log ] : 

イベントビューワに表示されているログをクリアします。 
[View Saved Log ] : 

[Save Log ] にて保存したログファイルを參照します。 



■ [Tools] メニュー 

[ Tools ] メニューに表示される機能は、現在サポートしておりませんので、使用しないで くだ 
さい。 

■ [Help] メニュー 

[ Help ] メニューでは以下の項目が選択可能です。 

[ Help ] : 

ヘルプを表示します（英語表記） 

[ Help ] によって表示される内容は、サボート対象外です。 
ヘルプを參照する際には、当マニュアルを參照してくださ 
い。 

[ About ] : 

MSM のバージョン情報を表示します。 
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3.2.2 Physical/Logica 1 ビュー 

Phys ica l/Logi ca 丨ビューでは、ディスクアレイコントローラに接続されている物理ドライブを 
Physica I ビューに、論理ドライブを Logica I ビューにツリ _ 形式で表示します。 

また、表示された各オブジェクトを指定して右クリックすることにより、利用可能な機能を 
選択/実行することができます。右クリックにより表示されるメニューは、コンテキストメ 
ニューと呼びます。コンテキストメニューは、ご利用の MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) 
や MSM の操作状況に応じて、表示項目が変化します。 

■ コントローラの右クリックメニュー（コンテキストメニュー ） 

以下にコントローラの右クリックメニュー例を示します。 

[Enable Alarm ] : 

アラーム機能を有効にします。 

アラームは ディスク アレイコントロー ラに障害が発生した 
場合に鳴動します。鳴動した場合は後述の 「S i I ence 
Alarm 」 を実行するまで止まりません。 

[Disable Alarm ] : 

アラーム機能を無効にします。 

アラーム機能を無効にするとディスクアレイコントローラ 
に障害が発生しても、アラームは鳴りません。 

[Si Ience Alarm ] : 

アラームが鳴っている場合にアラームを停止します。 


^ Controller 


Enable Alarm 
Disable Alarm 
Silence Alarm 
Start Patrol Read 


Advanced Operations 
Scan For Foreign Conflg 


[Start Patrol Read / Stop Patrol Read ] : 

Patrol Read の実行/中止を行ないます。 

なお、表示は Patrol Read の実行状態によって変わります。 

[Advanced Operations ]^[ Configuration ] 

[Configuration Wizard ] : 

論理ドライブを作成します。論理ドライブの作成につ 
いては「3.3.1論理ドライブの作成」の項を參照して 
ください。 

ベ Add Connguration from Tile ] : 

保存したコンフィグレーションを回復します。 

ベ Save Configuration ] : 

ハードディスクドライブやフロッピーディスクにコン 
フィグレ _ ションを保存します。 

[Clear Configuration 」 ： 

ディスクアレイの コンフイ グレーシヨン情報をクリア 
します。 


[scan For Foreign Coring ] : 

Disk 内のコンフイグ情報を読み取り、アレイ復元を試みる 
機能です。ただし、現在サポートしておりませんので、使 
用 しないでください。 
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物理ドライブの右クリックメニュー（コンテキスト メニュー） 

物理ドライブの右クリックメニューは、物理ドライブの状態により表示されるメニューが 
異なります。以下に物理ドライブの状態毎の右クリックメニュー例を示します。 


物理ドライブが正常な場合 


^ Physical Drive 

Make Drive Offline 


Locate Physical Drive 


Stop Locating Physical Drive 


[Make Drive Off Iine ] : 

物理ドライブをオフラインにします。 

本機能は保守用です。使用しないでくださしヽ。 


[Locate Physical Drive ] : 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 


[Stop Locating Physical Drive ] : 

Locate Physical Dr i ve による LED 点滅を終了します。 


物理ドライブがリビルド処理中の場合 


ふ Physical Drive 

Abort Rebuild 


Locate Physical Drive 


Stop Locating Physical Drive 


[Abort Rebuild ]: 

リビルド処理を中止します。 

[Locate Physical Drive ] : 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 


[Stop Locating Physical Drive ] : 

Locate Physical Dr i ve による LED 点滅を終了します。 


物理ドライブが Offline の場合 


• Physical Drive 

Make Drive Online 


Mark Physical Drive as Missing 


Rebuild 


Locate Physical Drive 


Stop Locating Physical Drive 


[Make Drive On Iine ] : 

物理ドライブをオンラインにします。 

本機能は保守用です。使用しないでください。 

[Mark Physical Drive as Missing ] : 

本機能は未サポートです。使用しないでくださしヽ。 


[ Rebuild ]: 

リビルドを開始します。 


[Locate Physical Drive ] : 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 


[Stop Locating Physical Drive ] : 

Locate Physical Dr ive による LED 点滅を終了します 0 


物理ドライブがホットスペアディスクの場合 


し Physical Drive 

Locate Physical Drive 


Stop Locating Physical Drive 


Remove Hotspare 


[Locate Physical Drive ] : 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 

[5 top Locating Physical Drive ] : 

Locate Physical Dr ive による LED 点滅を終了します。 


[Remove Hotspare ] : 

ホットスペアディスクの設定を解除します。 
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未使用の物理ドライブの場合 

[Locate Physical Drive ] : 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 

[Stop Locating Physical Drive 」 ： 

Locate Physical Dr ive による LED 点滅を終了します。 

[Make Global Hotspare ] : 

Globa 丨ホットスペアディスクを作成します。 

[Prepare For RemovaI]/[Undo Prepare For Removal ] : 
これら機能は実行しないで下さい。 

これらは、 HDD のスピンドルモータの回転を止めたり、再 
起動する機能ですが、 HDD 交換において特に必要のない操 
作です。 


^ Physical Drive 

Locate Physical Drive 


Stop Locating Physical Drive 


Make Global Hotspare 


Prepare For Removal 


Undo Prepare For Removal 


19 









論理ドライブの右クリックメニュー（コンテキスト メニュー） 

論理ドライブの右クリックメニューは、論理ドライブの状態により表示されるメニューが 
異なります。以下に論理ドライブの状態毎の右クリックメニュー例を示します。 


論理ドライブが正常な場合 


11 Virtual Disk 

Delete Virtual Disk 

Locate Virtual Disk 

Stop Locating Virtual Disk 

Check Consistency 


Advanced Operations ► 


[Delete VirtuaI Disk ] : 

論理ドライブを削除する場合に選択します。 

[Locate VirtuaI Disk ] : 

論理ドライブを構成する物理ディスクの LED を点滅させま 
す0 


[stop Locating Virtual Disk ] : 

Locate Vi rtua I Di sk による LED 点滅を終了します。 

[Check Consistency ] : 

論理ドライブの整合性チェックを実施します。 

[Advanced Operations ] 

-^[Reconstruction Wizard ] : 

既存アレイの容量拡張や RAID Level の変更を実施しま 
す。 

Reconstruction の実行については 「 3.7.1 Reconstruct 
ion の実行」 の項を参照してください 0 


ffl 注意 

「 N 8103-90 ディスクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用）」に 「 N 8141-37 Disk 増 
設ユニット（ラックマウント用）」を接続してご利用の際には、 MSM 上の物理ディス 
クの表示順が、 「 N 8141-37 Disk 増設ユニット（ラックマウント用）」に搭載の物理 
ディスクの並び順と一致しません。よって、このような環境で論理ドライブと物理 
ディスクのマッピングを確認する際には 、 [Locate Virtual Disk ] 機能をご利用く 
ださい。 


論理ドライブが縮退している場合 

論理ドライブが正常な状態から 、 [Check Consistency ] が消えて利用できなくなります 0 


論理ドライブが整合性チェック実行中の場合/論理ドライブがリビルド実行中の場合 


•J Virtual Disk 〇 6 咖伽 ㈣ Djsk 
Locate Virtual Disk 


Stop Locating Virtual Disk 
Cancel Check Consistency 


[Delete VirtuaI Disk ] : 

論理ドライブを削除する場合に選択します。 

[Locate VirtuaI Disk ] : 

論理ドライブを構成する物理ディスクの LED を点滅させま 
す0 


[Stop Locating Virtual Disk ] : 

Locate Vi rtua I Di sk による LED 点滅を終了します。 

[Cancel Check Cons i stency ] (整合性チ：!：ック実行中のみ）： 
整合性チェックを中止します。 
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3.2.3 Properties/Operations/Graphical ビュー 

Proper t i es/Operat i ons/Graph i ca I ビューでは、 Phys i ca I/Log i ca 丨ビューで選択したコント ロー 
ラやドライブ等の情報を Properties ビューに、利用可能な機能の設定/実行を Operations ビュー 
に、グラフィカルなドライブの容量表示を Graphica I ビューに表示します。 

- Properties 

選択したコントローラやドライブについての情報が表示されます。 


■ Operations 

選択したコントローラやドライブに対して利用可能な機能の設定/実行ができます。 


CQ 重要：機能の設定/実行について 

Operations ビューからの機能の設定/実行は左側のメニューから機能を選択し、 
必要に応じて右側の画面で設定を変更してから [ Go ] を選択してください。 


Operations ビューに表示されるメニューは、選択したオブジェクトやドライブの状態によ 
り表示されるメニューが異なります。以下にメニュー例を示します。 

コン ト ローラ 選択時 


[Enable Alarm ] : 

アラーム機能を有効にします。 

[Disable Alarm ] : 

アラーム機能を無効にします。 

[ b \ lence Alarm ] : 

アラームが鳴っている場合にアラームを停 
止します。 

[FI ash Firmware ] : 

コント ロー ラの ファー ムウ エアをアップ 
テートし本す。 

この操作は保守用です。使用しないでくだ 
さい。 

[5 et Patrol Read Properties ] : 

Patrol Read のスケジュールを設定します。スケジュールの設定については「3.5.2 Pa 
trol Read のスケジュール実行」の項を參照してください。 



[Start Patrol Read / Stop Patrol Read ] : 

Patrol Read の実行/中止を行ないます。 

なお、表示は Patrol Read の実行状態によって変わります。 Patrol Read の実行につい 
ては「3.5.1 Patrol Read の手動実行」の項を參照してください。 

[Set Adjustable Task Rates ] : 

リビルドやパトロールリード/整合性チェック等を実行する場合に、どれだけ優先的に 
システムの処理能力を割り当てるかを0-100%の間で設定します。この値に高い数値を 
選ぶとシステムの処理能力を優先的に使い、低い数値を選ぶとリビルト中のシステム 
のパフォ_マンスを最小限にとどめます。なお、本設定は他の処理に対する優先度を設 
定するものであり、0%を設定すると動作しなくなるということはありません。同様に、 
100%を指定しても、他の処理が全て動作しなくなることはありません。 
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物理ドライブ選択時(正常な場合) 


[Make Drive Off line ] : 

物理ドライブをオフラインにします。 

本機能は保守用です。 使用しないでくださ 
い。 

[Locate Physical Drive ] : 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 

[Stop Locating Physical Drive ] : 

Locate Physical Dr ive による LED 点滅を終 
了します。 


物理ドライブ選択時（リビルド処理中の場合） 

[Abort Rebuild ]: 

リビルド処理を中止します。 

[Locate Physical Drive 」 ： 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 

|>top Locating Physical Drive ] : 

Locate Physical Dr ive による LED 点滅を終 
了します。 


物理ドライブ選択時 ( Offline の場合） 

[Make Drive On line ] : 

物理ドライブをオンラインにします。 

本機能は保守用です。 使用しないでくださ 
い。 

[Mark Physical Drive as Missing ] : 

本機能は 未サボー トです。 使用しないでく 
ださい。 

[ RebuiId ] ： 

リビルドを開始します。 

[Locate Physical Drive ] : 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 

[Stop Locating Physical Drive ] : 

Locate Physical Dr ive による LED 点滅を終 
了します。 





物理ドライブ選択時(ホットスペアディスクの場合) 


PropertiesH^^^^^^ri Graphical View 

1 O Locate Physical Drive 

O Stop Locating Physical Drive 

O Remove Hotspare 

Select an operation from the left and press go to 
invoke the selected Operation! 

E °° 11 


[Remove Hotspare ] : 

ホットスペアディスクの設定を解除します。 

[Locate Physical Drive ] : 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 

[Stop Locating Physical Drive ] : 

Locate Physical Dr ive による LED 点滅を終 
了します。 
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未使用の物理ドライブ選択時 


[Locate Physical Drive 」 ： 

対象の物理ディスクの LED を点滅させます。 

[Stop Locating Physical Drive ] : 

Locate Physical Dr ive による LED 点滅を終 
了します。 

[Make Global Hotspare ] : 

Globa 丨ホットスペアディスクを作成します。 

[Make Dedicated Hotspare ] : 

指定したアレイにのみ動作するホットスぺ 
アディスク （ Dedicated ホットスペアディ 
スク）を作成します。 

[Prepare For RemovaI]/[Undo Prepare For Removal ] : 
これら機能は実行しないで下さい。 

これらは、 HDD のスピンドル モータ の回転を止めたり、 
再起動する機能ですが、 HDD 交換において特に必要の 
ない操作です。 



論理ドライブ選択時(正常な場合) 



[Delete VirtuaI Disk ] : 

論理ドライブを削除する場合に選択します。 

[Locate VirtuaI Disk ] : 

論理ドライブを構成する物理ディスクの LED 
を点滅させます。 

[Stop Locating VirtuaI Disk ] : 

Locate Vi rtua I Disk による LED 点滅を終了し 
ます。 

[Check Consistency ] : 

論理ドライブの整合性チェックを実施します。 

[Start Initialization ] : 

論理ドライブの初期化を実施します。 

[Set Virtual Disk Properties ] : 

論理ドライブのリードポリシーやライトポリ 
シーの設定等を行うことができます。 


論理ドライブ選択時(縮退している場合/リビルド実行中の場合） 

論理ドライブが正常な状態から 、 [Check Consistency]、[Start Initial ization ] が消え 
て利用できなくなります。 
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論理ドライブ選択時(整合性チェック実行中の場合) 



[Delete VirtuaI Disk ] : 

論理ドライブを削除する場合に選択します。 

[Locate VirtuaI Disk ] : 

論理ドライブを構成する物理ディスクの LED 
を点滅させます。 

[Stop Locating VirtuaI Disk ] : 

Locate Vi rtua I Disk による LED 点滅を終了し 
ます。 

[Cancel Check Consistency ] : 

整合性チェックを中止します。 


[Set Virtual Disk Properties ] : 

論理ドライブのリードポリシーやライトポリ 
シーの設定等を行うことができます。 


Graphical View 

選択したドライブの容量表示をグラフイカルに表示します。 
以下に物理ドライブと論理ドライブの表示例を示します。 


物理ドライブの表示例 


下の左図のように [Select Virtual Disk ( VD )] のリストから論理ドライブを選択すると、 
右図のように物理ドライブが選択された論理ドライブに対して使用されている領域につ 
いて確認できます。 



<論理ドライブ未選択時> 





|WMiiilDiakO:RHDS:3«a!. 


<論理ドライブ選択時> 
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3.2.4 イベントビューワ 


イベントビューワでは、本体装置起動時からのログ情報が表示されます。 


Error Level 

Date/Time 

Description 


Information 

2005 -11-10,14:48:53 

Successful log on to the server User: Administrator, Client: 192.16 8.0.1 .Access Mode: Full, Client Time: 2005 -11 -10,1 4:48:52 

▲ 

Information 

2005 -11-10,14:47:42 

Controller ID 

0 Battery temperature is normal 


Information 

2005 -11-10,14:47:06 

Controller ID 

0 Patrol Read started 


Information 

2005 -11-10,14:47:05 

Controller ID 

0 Time established since power on Time Thu Novi014:47:05 2005 67Seconds 

Information 

65secondsfrom reboot 

Controller ID 

ODevice inserted Device Type: Disk Device Id: 0:7 

Information 

65secondsfrom reboot 

Controller ID 

0 PD inserted 0:7 

Information 

65seconds from reboot 

Controller ID 

ODevice inserted Device Tvoe: Disk Device Id: 0:6 


Displaying log from server 


-イベントビューワ上で右クリック 


[Save Log ] : 

イベントビューワに表示されているログをファイルに保存 
します。 

[Clear Log ] : 

イベントビューワに表示されているログをクリアします。 
[View 5 aved Log ] : 

[Save Log ] にて保存したログを參照します。 


Save Log 
Clear Log 
View Saved Log 


C 3 注意 


MSM に登録されるログの 「 Date / Time 」 
2006-04. 24, xx ： xx：xx 
xxxxx seconds from reboot 
通常、 MSM のログには、次のルールで 
「0 S 起動完了後に発生したイベント」 
「0 S 起動完了前に発生したイベント」 


は、以下の2つの方式で登録されます。 
実際の時間 

サーバ起動開始してからの経過時間 
ログ登録されます。 

一 「実際の時間」 

-「サーバ起動開始してからの経過時間」 


“再起動してからの時間”を表示しているイベントについては同様のログが、 0 S イ 
ベントのアプリケーシヨンログにも登録されます。アプリケーシヨンログには実際 
の時間が表示されていますので、実際の時間を確認したい場合はアプリケーシヨン 
ログを參照してください。 


ご使用の MegaRAID Storage システム ( SAS / SATA ) によっては、ログの Date / Time が、 
「0 S 起動完了後に発生したイベント」も「サーバ起動開始してからの経過時間」で 
表示される場合があります。この場合、アプリケーションログで日時をご確認くだ 
さい0 
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3.3 論理ドライブ(アレイ)の作成と削除 

論理ドライブの作成方法と削除方法を説明します。なお、論理ドライブを作成するには、故障 
したハードディスクドライブを再利用せず、正常なハードディスクドライブに交換後、実施し 
てください。 

MSM では以下の論理ドライブの作成が可能です。 

- RAID 0 ( 1台以上のハードディスクドライブでデータのストライビング） 

- RAID 1 (2 台のハードディスクドライブでデータのミラーリング） 

- RAID 5 (3 台以上のハードディスクドライブでデータのパリティ付ストライビング） 

- RAID 1のスパン （RAID10 と同義です。4台以上のハードディスクドライブでデータの 
ミラーリング+ストライビング） 

- RAID 5のスパン （RAID50 と同義です。6台以上のハードディスクドライブでデータの 
パリテイ付ストライビング+ストライビング） 


CQ 注意 

-論理ドライブを作成する場合、以下のハードディスクドライブは使用しないでく 
ださい。 

-パーティションのあるハードディスクドライブ 
-他アレイで使用していたハードディスクドライブ 

-論理ドライブを作成中は処理を完了するまでシステムをシャットダウンや、 

ハードディスクドライブの挿抜は行なわないでください。 

■ ご使用の MegaRAID Storage システム （SAS/SATA) によっては、ご利用になれる 
アレイのレベルが異なります。詳しくは、「4.1 MegaRAID Storage システム 
(SAS/SATA) のサボート機能」を參照願います。 


3.3.1 論理ドライブの作成 


論理ドライブの作成は、 Physical/Logical ビューに 
て コントロー ラを右クリックし、 [Advanced 
Ope rat I ons] ^ [Conf igurat i on] ^ [Com iguration 
Wizard] をクリツクして表示される Configuration 
Wizard から行ないます。 



コンフイグレーシヨンのタイプは Auto 
Configuration、Manual Conf iguration または 
Guided Conf iguration から選択できます。 


[Auto Configuration] : 

本機能は未使用ハードディスクドライブの状況 
より自動的に論理ドライブ構成案を作成する 
モードです。 

[Manual Configuration」 ： 

本機能は特定の要求で論理ドライブを作成する 
モートです。 



[Guided Configuration] : 卜。一— - 

本機能は設定項目を順に指定して論理ドライブを作成するモードです。 
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なお、論理ドライブ作成画面で共通に表示される選択ボタンについて、以下に説明します。 

[ Cancel ] :論理ドライブの作成処理をキャンセルします。 

[ Back ] : 前のシートに移動します。 

[ Next ] : 次のシートに移動します。 

[ Finish ] :論理ドライブの作成を実行します。 

次項から、各コンフィグレーションでの論理ドライブの作成手順を説明します。 


3.3.1.1 Auto Configuration 

本機能は未使用ハードディスクドライブの状況より自動的に論理ドライブ構成案を作成する 
モートです。 

以下に設定手順について説明します。 


1 .Configuration Wizard の Mode Selection で 
[Auto Configuration ] ボタンをクリックしてく 
ださい。 


2.自動でアレイ構成案が作成されます。 

冗長アレイ構成にする場合は 、 Redundancy Type 
にて [With Redundancy ] を選択してください。 

アレイ構成を編集したい場合は、 [ Modify ] ボタ 
ンをクリックします。 

[ Modify ] ボタンを選択したときのメニューは 
Manual Configuration 手順3と同じです。設定 
変更については 、 Manual Configuration 手順3 
を參照してください。 


Initial Ization Type 
[No Initialization ] : 

論理ドライブ作成後、初期化を実施しません。通常、このオプションは指定しないで 
ください。 

[Fast Initialization ] : 

論理ドライブ作成後、簡易的な初期化を実施します（管理情報のみ初期化します）。 
[Full Initialization ] : 

論理ドライブ作成後、完全な初期化を実施します。通常、このオプションを指定して 
ください。 

Redundancy iype 
[No Redundancy ] : 

冗長アレイを構成しません。 

[With Redundancy ] : 

冗長アレイを構成します。 

3. [ Finish ] ボタンをクリックすると論理ドライブが作成されます。 
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3.3.1.2 Manual Configuration 

本機能は特定の要求で論理ドライブを作成するモードです。 
以下に設定手順について説明します。 


1 .Configuration Wizard の Mode Selection で 
[Manual Conf i gurat ion] ボタンをクリックして 
ください。 



Manual Configuration 


2. Unconfigured Physical Drive List から物理ド 
ライブを選択し、 2 ボタンをクリックして 
Arrays with Avai I able Space に物理ドライブ 
を追加します。 

追加した物理ドライブを戻す場合には、物理ド 
ライブを選択し、 _ ボタンをクリックします。 


[Add Hotspare To] : 

指定したアレイにのみ動作するホットスペア 
ディスクに設定します。 

[Remove Hotbpare」 ： 

設定したホットスペアディスクを解除します。 


3. [Accept] ボタンをクリックしてから [Next] ボタンをクリックしてくださし、。 



x| 

Arrays with Free Space Virtual Disk Properties 


0 :90240 MBi= 

一い厂 


]NewVirtua 

9 Virtual I 


^ Physical Drive 3 : 34688 M( 
^ Physical Drive 4 : 69809 Mt 
^0 Physical Drive 5 : 69809 Mf 



Volume ID 
Volume 
Stripe Size 
Read Polic 
Default Wi 
Use 1 


! Write Through for failed or missing battery 


4.Virtual Disk Properties にて、それぞれのパ 
ラメータを設定し、 [Accept] ボタンをクリック 
してから [Next] ボタンをクリックしてください。 

[RAID Level] : 

アレイの RAID レベルを選択します。 

[Size (in MB)] : 

作成される論理ドライブの容量を設定します。 

[Volume ID] : 

初期設定値から変更しないでください。 

[Volume Name] : 

論理ドライブの名前を設定します。 

[Stripe Size] : 

RAID を構成する各ハードディスクドライブに分散させるデータの単位を 8K / 16K / 32K 
/ 64K / 128 K より選択します。デフオルト設定は 64K です。 

「LSI Logic Embedded MegaRAID(tm) J では、 64K 固定です。 


Disk Cache Policy; 


Direct 10 

▼ 

Read Write 

▼ 

Unchanged 

▼ 

| No Initialization ▼ 


[Read Pol icy] : 

No Read Ahead / Adaptive Read Ahead / Always Read Ahead より選択します。デフオル 
卜設定は No Read Ahead です。 
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[Default Write Pol icy ] : 

Write Through / Write Back より選択します。デフオルト設定は Write Back です。 
「LSI Logic Embedded MegaRAID ( tm )」 では、変更しないでください。 


ca eb 

MSM 1.14- 02から [Default Write Pol icy ] に” Use Write Through for 
failed or missing battery ” のチェックボックスが追加されました。 
[Default Write Pol icy ] にて 「Wr ite Back 」 選択時、” Use Write 
Through for failed or missing battery ” の初期値はチェック状態 
ですが、必ずチェックを外してください。チェック状態では、バッ 
テリー （ iBBU ) が付いていても 、 「Write Trough 」 になります。 


[10 Policy ]: 

Direct 10 / Cached 丨〇より選択します。デフオルト設定は Di rect 丨〇です。 

[Access Pol icy ] : 

Read Write / Read Only / Bl ocked より選択します。デフオルト設定は Read Write です。 
[Disk Cache PoIicy ] : 

Unchanged / Enabled / D i sab I ed より選択します。デフオルト設定は Unchanged です。 
[Init State ] : 

論理ドライブの初期化方法を No Initialization / Fast Initialization / Full 
Initial ization より選択します。デフオルト設定は No Init ial izat ion です。 


ffl ヒント 

ご使用のディスクアレイコントローラによっては、システムの性能や安定した運用 
を行っていただくために設定する値を制限させて頂いている場合があります。 
ディスクアレイコントロ _ ラに添付のューザーズガイド、または、本体装置のュー 
ザーズガイドをあらかじめ確認し、設定を確認してください。 


5.構成するアレイの内容を確認してください。 

内容確認後、 [ Finish ] ボタンをクリックすると 
論理ドライブが作成されます。 
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3.3.1.3 Guided Configuration 

本機能は設定項目を順に指定して論理ドライブを作成するモードです。 
以下に設定手順について説明します。 


1 .Configuration Wizard の Mode Selection で 
[Guided Conf i gurat i on ] ボタンをクリックして 
ください。 



Guided Configuration 


2. Redundancy と Existing Arrays のオプシヨンを 
選択し 、 Desired Number of Virtual Disks で 
作成する論理ドライブの数を設定して [ Next ] ボ 
タンをクリックしてください。 







Redundancy 

[Redundancy Only ] : 

冗長アレイ構成を作成します。 

[Redundancy when possible ] : 

冗長アレイ構成を作成しますが、冗長アレ 
イ構成が作成できない場合は非冗長アレイ 
構成を作成します。 

[No Redundancy ] : 

非冗長アレイ構成を作成します。 


• Dont use Existing Arrays 



Cancel Back | Next 1 



Existing Arrays 

[Use Existing Arrays Only ] : 

既存のアレイだけを使用します。 

[ Don ’ t use Existing Arrays ] : 

既存のアレイを使用しません。 

[Use Existing and New Arrays ] : 

既存のアレイと新しいアレイを使用します。 


3. Vi rtual Disk Count と Total Capacity にて、 

各 RAID で作成される論理ドライブの数と容量を 
設定します 。 Virtual Disk Properties にて、 
それぞれのパラメータを設定し、 [ Next ] ボタン 
をクリックしてください。 


[StrIpe 5 1ze ] : 

RAID を構成する各ハードディスクドライブに 
分散させるデータの単位を 8 K / 16 K / 32 K / 

64 K / 128 K より選択します。デフオルト設定 
は 64 K です。 

また 、 「LSI Logic Embedded MegaRAID ( tm ) J 
では、 64 K 固定です。 

[Read PoIicy ] : 

No Read Ahead / Adaptive Read Ahead / Always Read Ahead より選択します。デフオル 
卜設定は No Read Ahead です。 

[Default Write Pol icy ] : 

Write Through / Write Back より選択します。デフオルト設定は Wr i te Back です。 

「LSI Logic Embedded MegaRAID ( tm )」 では、変更しないでください。 

[10 Policy ]: 

Direct 10 / Cached 丨〇より選択します。デフオルト設定は Di rect 丨〇です。 

[Access Pol icy ] : 

Read Write / Read Only / Blocked より選択します。デフオルト設定は Read Write です。 
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[Disk Cache PoIicy ] : 

Unchanged / Enabled / Di sab I ed より選択します。デフオルト設定は Unchanged です。 
[Init State ] : 

論理ドライブの初期化方法を No Initialization / Fast Initialization / Full 
Initial i zat i on より選択します。 

デフオルト設定は No Initial ization です。 


ffl ヒント 

ご使用のディスクアレイコントローラによっては、システムの性能や安定した運用 
を行っていただくために設定する値を制限させて頂いている場合があります。 
ディスクアレイコントロ _ ラに添付のューザーズガイド、または、本体装置のュー 
ザーズガイドをあらかじめ確認し、設定を確認してください。 


4.構成されるアレイの内容を確認してください。 

内容確認後、 [ Finish ] ボタンをクリックすると 
論理ドライブが作成されます。 

アレイ構成を編集したい場合は、 [ Modify ] ボタ 
ンをクリックします。 

[ Modify ] ボタンを選択したときのメニューは 
Manual Configuration 手順3と同じです。設定 
変更については、 Manual Configuration 手順3 
を參照してください。 




3.3.2 論理ドライブの削除 


論理ドライブの削除は、以下の手順で実行します。 

1. Logical ビューから削除する論理ドライブを選択します。 

2. メニューバーから [ Operations ] — [Delete Virtual Disk ] をクリックします。 

3. 確認と警告のメッセージが表示されますので、[はい]を選択します。[いいえ]を選択する 
と、削除処理は中止されます。 

4. 選択した論理ドライブが MSM 上から削除されます。 


CQ Em 

論理ドライブを誤って削除した場合、復旧することはできません。このため、論理 
ドライブの削除を実行する場合は、充分な確認をおこなってください。 


31 



























3-4 Check Consistency 機能 

Check Consistency 機能は整合性チェックを実施し、不整合を検出した場合には自動的にデータ 
修正を実施します。 


ca 重要 

Check Consistency 機能やパトロールリード機能は、アレイの整合性を保つ以外にアク 
セス頻度の低いファイルや、未使用領域の後発不良を発見する効果も得られます。論理ド 
ライブが縮退した状態で後発不良を検出するとデータの復旧（あるいはシステムの復旧）が 
できな〈なりますので、後発不良の早期発見は予防保守の観点で非常に効果があります。 
このためシステムの負荷が少ない時間に週1回は実施して頂くことを強く推奨します。 


3.4.1 整合性チェックの実行 


整合性チェックは以下の手順で実行します。 

[整合性チェック実行手順] 

整合性チェックの実行には以下の3通りの方法があります。 
■ メニューバーからの実行 
■ 右クリックメニューからの実行 
- [ Operations ] タブからの実行 

以下に各方法での実行手順について説明します。 


メニユーハーか b の実行方法 

1. メニューバーから [Group Operations]^[Check Cons i stency ] を選択します 0 


2. Select Virtual Disks から整合性チェック 
を実行したい論理ドライブにチェックをつけ 
て、 [ Start ] ボタンをクリックします。 

[Select All ]： 

すべての論理ドライブにチェックをつけま 
す。 

[Deselect All ]： 

すべての論理ドライブのチェックをはずし 
ます。 



3. 整合性チェックが実行されます。 

画面右上の [ x ] ボタンをクリックして画面を閉じます。 

進渉率の確認はメニューバーの [Group Operations ] — [Show Progress ] にて確認できます。 
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右クリックメニューからの実行方法 


1. Logical ビューにて論理ドライブを選択し、右クリックをします。 

2. 右クリックメニューより [Check 
Consistency] を選択します。 



LI Sen/er: SYSTEM 
^ Controller 0 
9 I) Virtual DiskO : RAID 5 : 
續 Array 0 

Physical Drive 1 
@ Physical Drive 
歳 Physical Drive 


Delete Virtual Disk 
Locate Virtual Disk 
Stop Locating Virtual Disk 


Check Consistency 


Advanced Operations 




d 


3. 整合性チェックが実行されます。 

進渉率の確認はメニューバーの [Group Operations] — [Show Progress] にて確認できます。 


[ Operations !^ ブからの実行方法 


2 . 


Logical ビューにて論理ドライブを選択し、 

[Check Consistency] をチ：！：ツクし、 [Go ] を 
クリックします。 


[Operations] タブを選択します 0 



3. 整合性チェックが実行されます。 

進渉率の確認はメニューバーの [Group Operations] — [Show Progress] にて確認できます。 


33 



























3.4.2 整合性チェックの中止 


整合性チェックの中止は以下の手順で実行します。 


[整合性チェック中止手順] 

1. メニューバーから [Group Operat i ons ] ^ [Show Progress ] を選択します 0 


2. Group Show Progress 画面が開きます。 

進陟率表示の右にある [ Abort ] ボタンをクリツ 
クします。 

[Abort All ]： 

複数の論理ドライブに対し、整合性チェック 
を実行している場合に全てを中止することが 
できます。 



3. 整合性チェックが中止されます。 

Group Show Progress 画面右上の [x ] ボタンをクリックして Group Show Progress 画面を閉 
じます。 
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3.4.3 整合性チェックのスケジューリング機能 


整合性チェックを定期的に実行するためには、整合性チェックのスケジューリング機能が有効 
です。整合性チェックのスケジューリング機能は 、 Windows OS のスケジューリング機能を利用 
して行うため、コマンドラインインタフエースにて提供します （ MSM の画面上からは指定できま 
せん）。 


[整合性チェックのスケジュール設定手順] 

整合性チェックのスケジューリング機能は、 MSM インストールフォルダにある MG _ SCC . BAT フアイ 
ルを 、 Winodws OS で提供される AT コマンドで指定して使用します。 

※ AT コマンドの詳細については、ご使用の Windows のヘルプを參照してください。 

※ MSM を規定値のフォルダにインストールしている場合、 MG _ SCC . BAT は、次のフォルダにあり 
ます。 

32 bit OS の場合： 

" C:¥Program Files¥MegaRAID Storage Manager " 

64 bit OS の場合： 

" C:¥Program Files ( x 86 )¥MegaRAID Storage Manager " 


1. Windows のコマンドプロンプト画面を開きます。 

2. コマンドプロンプトから AT コマンドを入力して、 MG _ SCC . BAT ファイルの自動起動スケジュー 
ルを登録します。この際、 MG _ SCC . BAT のオプションも指定します。 

MG _ SCC . BAT ファイルのコマンド書式は、次の通りです。 


MG _ SCC.BAT [ - a/V \ -aALL ] [ -Lx | -LALL ] 

-a コントロ _ ラ番号を指定します。 

/ I / I よ、任意のコントロ _ラ番号です。 

ALL を指定すると全てのコントローラが対象になります。 

-L 論理ドライブ番号 （Logical Unit Number ) を指定します。 

/は、任意の論理ドライブ番号 （Logical Unit Number ) です。 
ALL を指定すると全ての論理ドライブが対象になります。 


ス ケジュール設定時の AT のコマンドの書式（抜粋）は、次の通りです。 _ 

AT hh'.mm / every ： w , d command 

hh\mm 時刻を指定します。 /?/? は 24 時間制で時間 （00:00 〜23 :59) 、層は分を 
指定します。 

w 曜日を指定します。 W こ曜日頭文字 （ M 、 T 、 W 、 Th 、 F 、 S 、 Su ) を指定 

します。カンマ区切りで複数指定可能です。 
d 日付 （1 〜 31) を指定します。カンマ区切りで複数指定可能です。 


※八丁コマンドの詳細については、ご使用の Windows のヘルプを參照してください。 

例：毎週日曜日と毎月1日の23:00に整合性チェックを自動実行する場合。_ 

C ：¥> at 23:00 / every : Su , 1 

" C:¥Program Files¥MegaRAID Storage Manager ¥ MG _ SCC . BAT " -aALL - LALL 


※例は マニュアル 用に改行していますが、 コマン ド入力時は1行で入力します。 
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[整合性チェックのスケジュール確認手順] 

登録したスケジュールは、登録時に使用した Windows OS の AT コマンドで確認できます。 

1. Windows のコマンドプロンプト画面を開きます。 

2. コマンドプロンプトから AT コマンドを入力し、登録済みのスケジュールを確認します。 
スケジュール參照時の AT のコマンドの書式（抜粋）は、次の通りです。 

AT n 

n 參照したい登録済みのタスク（スケジュール）のタスク ID を指定し 

ます。/?を指定しない場合、登録済みの全てのタスクを表示します。 

※八丁コマンドの詳細については、ご使用の Windows のヘルプを參照してください。 
[整合性チェックのスケジュール削除手順] 

登録したスケジュールは、登録時に使用した Windows OS の AT コマンドで削除できます。 

1. Windows のコマンドプロンプト画面を開きます。 

2. コマンドプロンプトから AT コマンドを入力し、登録済みのスケジュールを削除します。 
スケジュール削除時の AT のコマンドの書式（抜粋）は、次の通りです。 

AT n /delete 

n 削除したい登録済みのタスク（スケジュール）のタスク ID を指定し 

ます。/?を指定しない場合、登録済みの全てのタスクを削除します。 

※八丁コマンドの詳細については、ご使用の Windows のヘルプを參照してください。 


ca 重要 

整合性チェックのスケジューリング機能 ( MG _ SCC . BAT ) が起動されると、稼動 
ログ （ MG _ SCC . log ， MegaSAS . log ) が出力されます。稼動ログを削除するには、 
定期的にログクリアツール （ MG _ RMLOG . BAT ) を AT コマンドで指定してくださし、。 

この際、ご使用の環境での Check Consistency に要する時間を考慮して、 MG _ 
RML 0 G . BAT の起動スケジュールを設定願います。 MG _ RML 0 G . BAT は、パラメータ 
不要です。 
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3.5 Patrol Read (/ ih 〇 —鄭 ド、機能 

Patrol Read (パトロールリード）はホットスペアディスクを含む全てのアレイを構成している物 
理ドライブで動作し、エラ _ の検出/復旧をおこないます。 


ca 重要 

Check Consistency 機能やパトロールリード機能は、アレイの整合性を保つ以外 
にアクセス頻度の低いファイルや、未使用領域の後発不良を発見する効果も得ら 
れます。論理ドライブが縮退した状態で後発不良を検出するとデータの復旧（ある 
いはシステムの復旧）ができなくなりますので、後発不良の早期発見は予防保守の 
観点で非常に効果があります。 

このためシステムの負荷が少ない時間に週1回は実施して頂くことを強く推奨 
します。 


3.5.1 Patrol Read の手動実行 

Patrol Read の手動実行は以下の手順で実行します。 


[Patrol Read 実行手順] 


1 . Physical/Logical ビューにてコントローラを選択 
した状態で、メニューバーから [ Operations ]— 

[Start Patrol Read ] をクリックします。 



2. 右の確認ダイアログが表示された場合は[はい]を 
クリックします。 

Patrol Read が実行されます。 



動作中の Patrol Read を中断したい場合は、 
[ Operations ] —[Stop Patrol Read ] をクリック 
します。 
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3.5.2 Patrol Read のスケジュール実行 

Patrol Read のスケジュールは以下の手順で設定します。 


[Patrol Read のスケジューリング手順] 

1. Physical/Logical ビューにてコントローラを選択し、 [Operat i ons] タブを選択します。 

2. [Set Patrol Read Properties] をチェックします。 


3. 右図のスケジュール設定画面が表示される 

ので、 Operation Mode を [Auto] に変更します。 

既に [Auto] になっている場合は、変更の必要は 
ありません。 

[Auto] : 

Patrol Read のスケジュール実行をします。 
[Manual] : 

Patrol Read のスケジュール実行を無効に 
して手動実行のみを可能にします。 

[Disabled] : 

Patrol Read を無効にします。 



Go 


4. それぞれ以下の項目を設定したい値に変更し [Go] をクリックします。 


[Maximum PD Count for patrolling] : 

Patrol Read を実行する最大物理ドライブ数を設定します。 
デフオルトの値 （255) から変更しないでください。 


[Continuous Patrolling] : 

本機能は未サボートです。チェックしないでください。 

[Select Excluded Virtual Disks] : 

本項目に表示される論理ドライブをチェックすると、チェックした論理ドライブには 
Patrol Read を実行しません。すべての論理ドライブに Patrol Read を実行する場合は、 
本オプシヨンにはチエックしないでください。 


[Execution Frequency] : 

Patrol Read を実行する間隔を設定します。 

単位は、時間 （hour)、 分 （minutes)、 秒 （second) で設定できます0 


CQ 注意 

- Patrol Read を手動実行している途中にサーバをシャツトダウンした場合は、 
Patrol Read は停止します。再度実行してください。 

■ Patrol Read をスケジュール実行している途中にサーバをシャツトダウンした場 
合は、サーバ起動時に Patrol Read は最初から開始されます。 
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3.6 ビ秦 F ' 機能 

本機能は縮退したアレイを復旧する機能です。本機能を行なうにためは、故障したハードディ 
スクドライブを正常なハードディスクドライブに交換後、実施してください。 

リビルドを行なうためには以下の3つの方法があります。 

[ホット スワップリビルド]: 

システム運用中に故障したハードディスクドライブを正常なハードディスクドライブに交換 
することにより実行するリビルド機能です。 

[ホッ トスペアリビル ド ]: 

あらかじめホットスペアディスクを作成しておくことにより、ハードディスクドライブの故 
障が発生した時点で自動的にホットスペアディスクを使用してリビルドを開始する機能です。 
ホットスペアディスクには次の2種類があります。 

- Global Hotspare 

すべてのアレイに対して動作するホットスペアディスクとして使用されます。 

- Dedicated Spare 

指定したアレイにのみ動作するホットスペアディスクとして使用されます。 

[ MSM からのリビルド実行]: 

故障したハードディスクドライブを右クリックすると表示される [Rebui Id] を選択することに 
より実行するリビルド機能です。本機能は故障したハードディスクドライブを利用してアレ 
イの復旧を試みますので、リビルドに失敗やアレイが復旧できてもすぐに縮退する可能性が 
あります。 

このため、リビルド後の動作は保障できません。 

以下にホットスワップリビルドとホットスペアリビルドの実行方法について示します。 


ffl 注意 

-アレイのリビルド実行中は、ハードディスクドライブの抜き差しは実施しないで 
ください。 

-リビルドを実行するためには、交換するハードディスクドライブのディスク容量 
と同じかそれ以上のディスク容量のハードディスクドライブに交換する必要があ 
ります。 


3.6.1 ホットスワップリビルド 


本機能は以下の手順で実行します。 


1. 故障したハードディスクドライブを確認します。右図は MSM の表 
示例です。 

ga は縮退している論理ドライブを示し綠 e は故障している 
ハードディスクドライブを示します。 


Physical 


Seiver: SYSTEM 
9 參 QtuaJrollerO 

9 (U • Virtual Disk 0: RAID 5 : 34332 MB 
Array 0 

^ Physical Drive 0 : 35074 MB 
S^-Rhysical Drive 1 : 35074 MB 
(^•Physical Drive 2 : 35074 MB 
9 9 VirtuaTrfisk 1 : RAID 5 : 34332 MB 
9 ^ Array 1 


^ Physical Drive 3 :140014 MB 
Physical Drive 4 : 35074 MB 
^ Physical Drive 5 : 35074 MB 


2. 故障したハードディスクドライブを抜きます。 
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3. 故障した ハー ドディスクドライブを抜いた スロッ トに、交換用 
のハー ドディスクドライブを実装します。実装後、リビルドが開 
始します。 

ui* はリビルド実行中のハードディスクドライブを示します。 
進埗率の確認はメニューバーの [Group Operations] —[Show 
Progress] にて確認できます。 


E 0 注意 

ホットスワップリビルドを実施する場合は、ハードディスクドライブを取り外して 
から替わりのハードディスクドライブを取り付けるまでに60秒以上の間隔をあけて 
ください。この間隔が短いと予期せぬ事象が発生する可能性があります （MSM 上で 
ハードディスクドライブの取り外し/取り付けを認識できてから次の作業を行なつ 
てください）。 


Physical 


U Server: SYSTEM 
<? <#* Controller 0 

9 9 © Virtual Disk 0 : RAID 5 : 34332 MB 
<p ^ Array 0 

^ Physical Drive 0 : 35074 MB 
^Physical Drive 1 : 35074 MB 
(ijhysical Drive 2 : 35074 MB 
9 Q VirWDiskl : RAID 5 : 34332 MB 
9 ^ Array 1 

gf Physical Drive 3:1 40014 MB 
^ Physical Drive 4 : 35074 MB 
^ Physical Drive 5 : 35074 MB 


3.6.2 ホッ トスペアリビル ド 

3.6.2.1ホットスペアディスクの設定方法 
Global Hotspare の設定方法 

1. Physical ビューにて未使用のハードディスクドライブを指定し、右クリックします。 

2. 右クリックメニューより [Make Global Hotspare] を選択します。 

3. ハードディスクドライブがホットスペアディスクに設定されます。 


Dedicated Hotspare の設疋方法 


1.Physical ビューにて未使用のハードディスクドライブを選択し、 [Ope rat ions] タブを選択 
します。 


2. [Make Dedicated Hotspare] をチ 1 ックします。 

3. 右図のアレイ選択画面が表示されるので、 

Select array にて専用に動作させるアレイを 
チェックし、 [Go] をクリックします。 



'：•：' Make Dedicated Hotspare 


O Prepare For Removal 


O Undo Prepare For Removal 


Selected Operation : Make Dedicated Hotspare 
Description : Designates a ready or 
UNCONFIGURED GOOD drive as a dedicated 
hotspare to the specified arrays) 



□ Array 0 
E Array 1 



ffl 注意 

-ホットスペアディスクには、アレイを構成するハードディスクドライブの容量 
と同じか容量の大きいものを使用してください。ハードディスクドライブの容 
量が小さいとホットスペアリビルド機能は動作しません。 
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3.6.2.2ホットスペアディスクの設定解除方法 

1. ホットスペアディスクを指定し、右クリックをします。 

2. 右クリックメニューより [Remove Hotspare ] を選択します。 

3. 確認メッセージが表示されますので、[はい]を選択します。[いいえ]を選択すると、設 
定解除処理は中止されます。 

4. ホットスペアディスク設定が解除され、未使用のハードディスクドライブ表示となりま 
す0 



3,7 Reconstruction 機能 

Reconstruction は既存のアレイに対して、アレイ容量の拡張や RAID Level の変更をおこないま 
す0 


C3 重要 ： Reconstruct ion の実行について 

不測の事態があっても対処できるように、容量を追加する前に必ず、ロジカルド 
ライブ上にあるパーティシヨンのバックアツプを行なうことをお勧めします。 


ffl 注意 

Reconstruct ion 実行後のキヤンセルはできません0 


ffl ヒント 

Reconstruct ion 機能は以下の条件のときのみ実施することができます。 

アレイには、ただ1つの論理ドライブが構成されていること（アレイに複数の論理 
ドライブが構成されている場合は Reconstruction 機能を実行できません ） 〇 


3.7.1 Reconstruction の実行 


Reconstruct ion の実行は、 Logical ビューにて実施 
する論理ドライブを右クリックし、 [Advanced 
Operations] —[Reconstruction Wizard] をクリック 
し、右の確認メッセージで[はい]を選択して表示さ 
れる Reconstruction Wizard から行ないます。 

また、 Reconstruction Wizard は Logical ビューに 
て実施する論理ドライブを選択後、メニュ_バ_か 
b [Operations] — [Advanced Operations] — 
[Reconstruction Wizard] をクリツクすることでも同 
様に実行できます 



Reconstruction の種類は Add Drive、Remove Drive、 
Change RAID Leve I の 3 種類があります。 



[Add Drive] : 

本機能は論理ドライブに物理ドライブを追加し、 
アレイの容量を拡張します。 

[Remove Drive] : 

本機能は論理ドライブから物理ドライブを切り 
離し、 RAID Level を RAID 0に変換します。 





[Change RAID Level] : 

本機能は RAID Level を RAID 0に変換します。 


以降に各 Reconstruction での実行手順を説明します0 
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3.7.1.1 Add Drive 

本機能は論理ドライブに物理ドライブを追加し、アレイの容量を拡張します。 
以下に実行手順について説明します。 


1 .Reconstruction Wizard (D Reconstruction Mode 
で [Add Drive] ボタンをクリックしてください。 



Add Drive 


2.上側のリストから追加する物理ドライブを選択 
してボタンをクリックし、下側のリストに 
移動させてから [Next] ボタンをクリックしてく 
ださい。 


xJ 



3.追加される物理ドライブが赤文字で表示されま 
す。 New RAID Level から拡張後の RAID Level 
を選択し、 [Finish] ボタンをクリックしてくだ 
さい0 



4.確認メッセージが表示されますので、[はい]を 
選択します。[いいえ]を選択すると、 Add Drive 
は実行されません。 



進埗率の確認はメニューバーの [Group Ope rat ions] — [Show Progress] にて確認できます0 


C 3 注意 

• Reconstruct i on 機能の Add Dr ive を実施する場合、複数の HDD を指定しないでく 
ださい。複数の HDD を指定する必要がある場合、1つの HDD の追加を完了させて 
から、あらためて Add Drive 機能を開始してください。 

• Add Drive 機能は、アレイの容量を増加させますが、 0S から認識されるパー 
ティションのサイズを増加させる機能ではありません。パーティション容量を 
増加させる場合には、パーティションを削除し、アレイの容量を増やした後 
で、目的のサイズで再作成をおこなってください。この際、必要なデータの 
バックアツプを忘れずに実施してください。 
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3.7.1.2 Remove Drive 

本機能は論理ドライブから物理ドライブを切り離し、 RAID Level を RAID 0に変換します。 
以下に実行手順について説明します。 


1 .Reconstruction Wizard (D Reconstruction Mode 
で [Remove Dr i ve] ボタンをクリツクしてくださ 
い0 


^ Remove Drive 


2.上側のリストから切り離す物理ドライブを選択 
してボタンをクリックし、下側のリストに 
移動させてから [Next] ボタンをクリックしてく 
ださい。 



3.切り離される物理ドライブが赤文字で表示され 
ます。内容確認後、 [Finish] ボタンをクリック 
してください。 


4.確認メッセージが表示されますので、[はしヽ]を 
選択します。[いいえ]を選択すると、 Remove 
Drive は実行されません。 




進埗 率の 確認はメ ニューバーの [Group Ope rat ions] — [Show Progress] にて確認できます0 
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3.7.1.3 Change RAID Level 

本機能は RAID Level を RAID 0 に変換します。 
以下に実行手順について説明します。 


1 .Reconstruction Wizard (D Reconstruction Mode 
で [Change RAID Leve 丨 ] ボタンをクリックしてく 
ださい。 


Change FCAID Level 


2. New RAID Level から RAID 0 を選択し、 
[Finish] ボタンをクリックしてくださし、。 


3.確認メッセージが表示されますので、[はしヽ]を 
選択します。[いいえ]を選択すると、 Change 
RAID Level は実行されません。 



Drfve Selection 




Write Policy:Write Back 
Read Policy: No Read Ahead 
Access Policy: Read Write 
10 Policy: Direct 10 
Current RAID Level: 5 

New RAID Level 


B LD 0 : :34332 MB 

^0 Physical Drive 0 : 35074 MB 
^0 Physical Drive 1 : 35074 MB 
^0 Physical Drive 2 : 35074 MB 




xj 



This operation can not be aborted. Do you want to continue ? 



進埗率の 確認は メニューバーの [Group Ope rat ions] — [Show Progress ] にて 確認で きます 0 
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3.8 エラーポッブア Vプ機能 

エラーポップアップ機能は、エラーが発生した場合に、対象のサーバ画面上にエラーポップ 
アツプを表示する機能です。 


C 3 注意 

• 当機能は通常無効化して出荷しています。ご利用の際は有効化する必要があ 
ります（ご利用のシステムによっては有効化している場合もあります）。 

• Windows XP 等の Windows ファイアウォ_ルをサポートしている 0 S にて、エ 
ラーポップアップ機能を有効化した際に、 「 popup 」 に対し 「 Windows セキュリ 
ティの重要な警告」ウィンドウが表示される場合があります。この場合、 

「ブロックを解除する」を選択して利用してください。 

• エラーポップアップ機能が動作するには、 Windows にユーザがログオンして 
いる必要があります。そのため、 Windows にログオンする前に発生したエラー 
はポップアップ表示できない場合がありますので、 Windows イベントログや 
MSM ログの確認も併用願います。 

• エラーポップアップ機能は、エラーの発生する度にポップアップを表示しま 
す。そのため、ご使用の環境によっては、エラーポップアップが多数表示さ 
れる場合があります。特に 「 N 8103-90 ディスクアレイコントローラ（外付 SA 
S HDD 用）」をご利用の場合、エラーが多数表示される場合がありますので、 
当機能有効化には、ご注意ください。 

※『5.2 「 N 8103-90ディスクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用）」、 

「 N 8103-91 ディスクアレイコントローラ（内蔵 SAS HDD 用）」 環境固有 
の注意■制限事項』も合わせてご確認ください。 

• ポップアップ機能を有効化した場合、ポップアップ機能の開始時に popup 
log . log ファイルが生成されます。 popuplog . log ファイルは、次のディレ 
クトリに作成されます。 

32 bit 0 S の場合 C ：¥ WIND 0 WS ¥ system 32¥ 

64 bit OS の場合 C ：¥ WIND 0 WS ¥ SysW 0 W 64¥ 

ポップアップ機能を無効化した場合など、不要な場合 popuplog . log ファイル 
の削除を行ってください。 


エラーポップアップ機能の有効化、無効化、設定確認は、 MSM のインストールフォルダ（*1)にあ 
る次の BAT ファイルを使用します。 

- P 0 P _ ENBL.BAT : エラーポップアップ有効化 

■ P 0 P _ DSBL.BAT : エラーポップアップ無効化 

- P 0 P _ CHK . BAT : エラーポップアップ設定確認 

*1 : MSM を規定値のフォルダにインストールしている場合、これらの BAT ファイルは、次の 
フォルダにあります。 

32 bit 0 S の場合： 

" C:¥Program Files¥MegaRAID Storage Manager " 

64 bit OS の場合： 

" C:¥Program Files ( x 86 )¥MegaRAID Storage Manager " 
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[エ ラーポップアップ機能の有効化手順] 

エラー ポップアップ機能の有効化は、次の手順で行います。 

1. Windows のコマンドプロンプト画面を開きます。 

2. コマンドプロンプトから POP_ENBL.BAT を実行します。設定が正常終了すると、次のような結 
果になります。 

Enabled registry setting was successful. 

Please reboot the system. 

続行するには何かキーを押してください... 

3. Enter キーを押下後、本体装置を再起動します。 

[エラー ポップアップ機能の無効化手順] 

エラー ポップアップ機能の無効化は、次の手順で行います。 

1. Windows のコマンドプロンプト画面を開きます。 

2. コマンドプロンプトから POP_DSBL.BAT を実行します。設定が正常終了すると、次のような結 
果になります。 

Disabled registry setting was successful. 

Please reboot the system. 

続行するには何かキーを押してください... 

3. Enter キーを押下後、本体装置を再起動します。 

[エ ラーポップアップ機能の設定確認手順] 

エラー ポップアップ機能の設定確認は、次の手順で行います。 

1. Windows のコマンドプロンプト画面を開きます。 

2. コマンドプロンプトから POP_CHK.BAT を実行します。 エラー ポップアップ機能の設定状況に 
応じて、次の結果が表示されます。 

[ 設定が有効な場合 ] _ 

Popup setting = Enable 

Popup Process = Running 

続行するには何かキーを押してください... 


[ 設定が無効な場合] 

Popup Setting = Disable 

Popup Process = Not Running 

続行するには何かキーを押してください 


3. Enter キーを押下します。または、コマンドプロンプト画面を閉じます。 
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3.9 ヘルプ 

メニュー バーから [He Ip] — [He | P ] を選択すると、 MSM に標準添付のヘルプが表示されます。 
(英文） 


ffl 重要 

MSM に標準添付の ヘルプには Express 5800シリーズで未サボートの機能や Express 
5800シリーズで未サボートのアレイボードに関する機能についても記述されていま 
す。サボート機能については本マニュアルで確認してください。 


バージョン確認方法 

メニューバーから [ Help ] — [ About ] を選択すると、 MSM のバージ ョ ンが確認できます。 

また 、 [Server Info ] ボタンを選択すると右図のようなサーバに関する情報が表示されます。 


< [About] 選択時 > 


Mega RAID Storage 



MegaRAID Storage Manager - vl.14-02 
Client Build: 1.14 Build 01 

Copyright © 2006 LSI Logic Corporation. All Rights Reserved. 



< [Server Info] 選択時 > 
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:ドライバやファームウェアの更新によって、サポート機能が変わる場合があります。 

:ご利用の本体装置によって、サボートするアレイのレベルが変わる場合があります。 

:出荷時無効です。当機能をご利用の際には、お客様にて有効化して頂く必要があります。 


4 . その他の懂報 


4 A MegaRAID Storage シス亍ム (SAS/SATA) のサボート機能 

ご利用の MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) によって、使用できる MSM の機能が異なります。 
各システムでサボートする機能に関しましては、以下の表を參照願います。 


凡例 


MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) 

Embedded MegaRAID : LSI Logic Embedded MegaRAID ( tm ) 

N 81 03-90 : N 8103-90 ディスクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用） 

N 8103-91 : N 8103-91 ディスクアレイコントローラ（内蔵 SAS HDD 用） 

N 81 03-99 : N 8103-99 ディスクアレイコントローラ （ Och ) 

N 8403-019 : N 8403-019 ディスクアレイコントローラ 

R 0 MB : LSI Logic MegaRAID ( tm ) SAS PCI EXPRESS ( tm ) ROMB 


〇：サボート 機能 、 x : 未サボート 機能 


機能（*1) 


Embedded 

MegaRAID 


MegaRAID Storage システム （ SAS/SATA) 
N81 03-90/91 N81 03-99 N8403-019 


画面操作 

メニューバー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Physical/Logical c ュー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Properties/0perations 
/Graph i ca 1 ビュー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

イベントビューワ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

サボートアレイレベル （ *2) 

RAID 0,1,10 

RAID 0,1, 

10, 5,50 

RAID 0,1, 

10, 5,50 

RAID 0,1 

RAID 0,1, 

10, 5,50 

論理ドライブの作成 ■ 削除 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Check Consistency 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

/くトロ——ノレリ——ド 

機能 

手動実行 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

スケジュール実行 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

リビルド機能 

ホットスワップ 
リビルド 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホットスペアリビルド 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホットスペア機能 

Global ホットスペア 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Dedicated ホツトスペア 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

物理ディスク操作 

Locate Physical Drive 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

論理ディスク操作 

Locate Virtual Disk 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

Reconstruction Wizard 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

その他 

アラーム 

X 

〇 

〇 

X 

X 

エラーポップアップ （ *3) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Flash Firmware 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

ログ表示 ■ 保存 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

リモート監視 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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4.2 Hot Spare Disk 種別の確認方法 

MSM を使用して、設定済みの Hot Spare D i sk の種別を確認することができます 。 Hot Spare Disk 
の種別は 、 「Global Hot Spare Disk 」 と 「Dedicated Hot Spare Disk 」 の 2 種類に区別されま 
す0 


確認方法 

「Global Hot Spare Disk 」 と 「Dedicated Hot Spare Disk 」 は、次のようにして確認できます。 

• Global Hot Spare Disk 

「 Physical ビュー」に表示されるが、 「 Logical ビュー」に表示されない Hot Spare Disk 
が 「Global Hot Spare Disk 」 です。 

• Dedicated Hot Spare Disk 

「 Physical ビュー」にも 「 Logical ビュー」にも表示される Hot Spare Disk が 「Dedicated 
Hot Spare Disk 」 です。 


Hot Spare Disk 種別確認の具体例 

1. MSM を起動します。 

2. Physical ビューを表示し 、 Hot Spare Disk のアイコン表示 （&) があるディスクを確認しま 
す。 

ここで表示される Hot Spare Disk は 、 Global Hot Spare Disk と Dedicated Hot Spare Disk 
の両方が表示されます（図の赤枠で囲った部分） 


Ci Server : system 


^ Controller 0 
中 S Port 〇 

ぜ Physical Drive 0 : 34600 MB 

9 二 

^ Physical Drive 1 : 34608 MB 

中 R r D Port2 

^ Physical Drive 2 :34603 MB 

W Physical Drive 3 :34608 MB 
R^Port 4 
: Port 5 





Operations 


Rebuild Rate 0 

Patrol Read Rate 0 

Reconstruction Rate 0 

SubVendor ID 0x1000 

Alarm Enabled No 

Cache Flush Interval 4 sec 

Coercion Mode 1 GB 

Device ID 0x411 

Host Port Count 0 


3. Logical ビューに変更し、表示される Hot Spare Disk が Dedicated Hot Spare Disk になりま 
す（画面例では Physical Drive 5) 〇 

—方、2.で表示されていて3.で表示されない Hot Spare Disk が Global Hot Spare Disk にな 
ります（画面例では Physical Drive 4)。 



Server : system 
? Controller 0 


9 [j Virtual Disk 0 : RAID 5 : 66752 MB 
T ^ Array 0 

、或 Physical Drive 0 : 34600 MB 
Physical Drive 1 : 34600 MB 
ば Physical Drive 2 : 34600 MB 
Physical Drive 5: 34603 MBI 


Op 


Rebuild Rate 0 

Patrol Read Rate 0 

Reconstruction Rate 0 

SubVendor ID 0x1000 

Alarm Enabled No 

Cache Flush Interval 4 sec 
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5. 注意 ■ 制限事項 


5.1MegaRAID Storage シス 亍ム (SAS/SATA) 共通の注意_制限事項 

MSM では以下の MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) 共通の注意.制限事項があります。 

[ MSM インストール/アンインストール] 

- MSM のインストール時に動的ポート （491 52以上の任意の空きポート）を1つ一時的に使用しま 
す。インストール完了後は、使用しません。 

■ Windows XP 等の Windows ファイアウオールをサボートしている 0 S にて、 MSM をインストールす 
ると、 MSM 起動時に” javaw ” に対し 「 Windows セキュリティの重要な警告」ウィンドウが表 
示される場合があります。この場合、「ブロックを解除する」を選択して利用してくださしヽ。 

■ MSM をインストール時、” popup ” に対し、 「 Windows セキュリティの重要な警告」ウィンド 
ウが表示される場合があります。対象のモジュ _ ルはインスト _ ラ内で無効化しており運用 
上問題はありませんので、本警告ウィンドウは無視してください。なお、本警告ウィンドウ 
はシステム再起動後、表示されなくなります。 

■ MSM のインストール時に、 「 Standby/Hibernation Lock (*1)」ドライバのインストールに対 
し、「セキュリティの警告」のダイアログが表示される場合があります。当警告が表示され 
た場合、「このドライバソフトウェアをインストールしますか？」の問いに対し、「はい」 

を選択してインスト_ルを継続してください。 

*1 : 64 bit OS の場合 、 「NEC Standby/Hibernation Lock 」 と表示されます。 

■ リモートコンピュータで制御する場合、 MSM は口ーカルコンピュータ/リモートコンピュータ 
の両方にインストールされている必要があります。 

■ MSM インストール時に、 C : ドライブ直下に popuplog . log ファイルが作成されます。リブート 
後は当ファイルを使用しませんので削除可能です。 


[MSM 操作] 

- MSM 関連サービスが起動完了するまで、 MSM クライアントの起動はできません。関連サービス 
起動完了前に MSM クライアントを起動した場合、次のエラーを表示します。 

’’Fatal Eror:Cannot connect to Framework ! 

MSM 関連サービスは、次の 2 つです。 

1. サービス名： MegaMonitorSrv 、 表示名 ： MRMonitor 

2. サービス名： MSMFramework 、 表示名 ： MSMFramework 

■ Operations タブで Replace Missing Physical Dr ive を選択した際に、右側のフレームに項 
目の無いプルダウンメニューが表示される場合があります。当機能は使用しないでくださしヽ。 

-リモートコンピュータで制御されるシステムにて Wi ndows OS のファイアウォール機能等が動 
作している場合、リモートコンピュータ側より制御できません。この場合、リモートコン 
ピュータから制御可能な設定に変更してください。ファイアウォールに対する Port 設定など 
を見直してください。 

- MSM は3071，5571の予約済みポートを利用しています。これらのポート番号は変更できませ 
ん。また、3200〇番以降の任意の空きポートを使用します。 

-口ーカル/リモート両方の MSM から同時にアクセスできますが 、 Full Access 権限があるのは、 
—度に1つの MSM からのみです 。 Login Mode で Full Access を選択できない場合、他のクライ 
アントからアクセスしていないか確認してください。他のクライアントからのアクセス状況 
は、 MSM のログから確認できます。 

■ ログイン画面の 「User name 」 フイールドに、システム管理者 （ Administrators ) 権限のある 
ユーザ名として指定できるのは、監視対象のサーバローカルのユーザです。ドメインにて 
ユーザ管理している環境などで、ドメインユーザに対して Administrator 権限を付与しても 
システム管理者としてログインできません。 

■ リモート接続する際に、 MSM クライアントの属するサブネットに、1台以上の MegaRAID Stor 
age システム （ SAS / SATA ) 搭載サーバが存在しないと、 MSM クライアントを起動できません。 

-複数のサブネットに属するサーバに対しては、リモートからの MSM の利用はできません。 
サーバ上の MSM を使用してください。 
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リスキャンを再度実施する場合は、60秒以上の間隔をあけてください。この間隔が短いと予 
期せぬ事象が発生する可能性があります。 

"Prepare For Remova 丨 "/"Undo Prepare For Remova 丨 " 機能は実行しないで下さい。 

これらは、 HDD のスピンドルモータの回転を止めたり、再起動する機能ですが、 HDD 交換にお 
いて特に必要のない操作です。 


[論理ドライブの作成_削除] 

■ 「 RAID 1のスパン （ RAID 10)」または 「RAID 5のスパン （RAID 50)」を容量指定して作成す 
る場合は、最大容量の値を指定してくださしヽ（規定値）。容量変更は行わないでください。 

-論理ドライブを作成する場合、以下のハードディスクドライブは使用しないでください。 

-パーティションのあるハードディスクドライブ 
-他アレイで使用していたハードディスクドライブ 

-論理ドライブを作成中は処理を完了するまでシステムをシャットダウンや、ハードディスク 
ドライブの揷抜は行なわないでください。 

- MSM 1. 14-02 から [Default Write Pol icy ] に " Use Write Through for failed or missing ba 
ttery 〃のチェックボックスが追加されました 。 [Default Write Pol icy ] にて 「Wr ite Back 」 
選択時、” Use Write Through for failed or missing battery ” の初期値はチェック状態 
ですが、必ずチェックを外してください。チェック状態では、バッテリー （ iBBU ) が付いてい 
ても 、 「Write Trough 」 になります。 


[リビルド機能] 

-リビルド実行中は、ハードディスクドライブの抜き差しは実施しないでください。 

-ホットスワップリビルドを実施する場合は、ハードディスクドライブを取り外してから替わりの 
ハードディスクドライブを取り付けるまでに60秒以上の間隔を空けてください。 

■ ホットスペアディスクは、以下に示す状態のハードディスクドライブを指定できません。こ 
の場合、新品のハードディスクドライブか、フォーマット済みのハードディスクドライブを 
使用してください。 

-パーティシヨンのあるハードディスクドライブ 
-他アレイで使用していたハードディスクドライブ 


[Patrol Read (パトロールリード）機能] 

-本体装置を再起動すると、パトロールリード機能は停止します。本体装置再起動後、パト 
口 _ ルリ _ ドを再開すると、最初からやり直します。 

■ Properties / Operations/Graphical ビューから 〃 Stop Patrol Read 〃を実行し、途中でパト 
口ールリードを停止させた場合でも、 " Complete 〃と表示されます。 


[エラーポップアップ機能] 

-エラーポップアップ機能は通常無効化して出荷しています。ご利用の際は有効化する必要が 
あります（ご利用のシステムによっては有効化している場合もあります）。有効化/無効化手 
順、または、設定確認手順については、「3.8エラーポップアップ機能」を參照願います。 

■ Windows XP 等の Wi ndows ファイアウォールをサボートしている 0 S にて、エラーポップアップ 
機能を有効化した際に、 「 popup 」 に対し 「 Windows セキュリティの重要な警告」ウィンドウ 
が表示される場合があります。この場合、「ブロックを解除する」を選択して利用してくだ 
さい。 

-エラーポップアップ機能が動作するには、 Windows にユーザがログオンしている必要があり 
ます。そのため、 Windows にログオンする前に発生したエラーはポップアップ表示できない 
場合がありますので、 Windows イベントログや MSM ログの確認も併用願います。 

-エラーポップアップ機能は、エラーの発生する度にポップアップを表示します。そのため、 
ご使用の環境によっては、エラーポップアップが多数表示される場合があります。特に「 N 8 
103-90 ディスクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用）」をご利用の場合、エラーが多数表示 
される場合がありますので、当機能有効化には、ご注意ください。『5.2 「 N 8103-90 ディ 

スクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用）」、「 N 81 03-91 ディスクアレイコントローラ（内 
蔵 SAS HDD 用）」 環境固有の注意■制限事項』も合わせてご確認ください。 
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-ポップアップ機能を有効化した場合、ポップアップ機能の開始時に popuplog . log ファイルが 
生成されます。 popuplog . log ファイルは、次のディレクトリに作成されます。 

32 bit OS の場合 C ：¥ WIND 0 WS ¥ system 32¥ 

64 bit OS の場合 C ：¥ WIND 0 WS ¥ SysW 0 W 64¥ 

ポップアップ機能を無効化した場合など、不要な場合 popuplog . log フアイルの削除を行つ 
てください。 


[ その他 ] 

-本 HDD の劣化などによる障害を早期検出し、 HDD 障害発生時の修復失敗の可能性を軽減するた 
め、接続する全ての論理ドライブや HDD に対して Check Cons i stency やパトロールリード 
を定期的に実施されることを強くお奨めいたします。 

- ESMPR 0 の通報機能にて通報されるイベントは、 ESMPR 0 のアイコン表示上、全て緑のアイコン 
(情報イベントとみえる）となりますので注意願います。 

■ 「 Log 」メニューの 「Save Log 」 から「保存」ダイアログを表示した場合、「デスクトッ 
プ」フォルダが正しく表示できません。ログを保存する場合、「デスクトップ」以外のフォ 
ルダを指定してください。 

■ HDD アイコンを選択時に、 Operations メニューに表示される 「Locate Physical Drive 」 、 

r Stop Locating Physical Drive 」 は 「 N 8103 -90 ディスクアレイコントローラ（外付 SAS H 
DD 用）」以外では未サボートです。使用しないでください。 

- MSM を起動する場合、256色以上表示できる画面設定が必要です。256色未満では、エラー 
メッセージを表示し、 MSM は起動できません。 

- Save Log でダイアログ表示し、詳細ボタンを選択した場合、「型」の部分の表示が文字化け 
します 。 Save Log で表示されるべき「型」を確認する場合、 Windows 標準の Explore を使用し 
て「種類」を確認してください。 

- MSM を再起動した際に、 MSM 上のログが消える場合があります。 MSM 終了前のログを確認する 
際には 、 MSM ログの保存機能を使用するか、 Windows イベントログを確認してください。 

-サーバの IP アドレスを変更した場合、本体装置の再起動が必要です。 

- 64 bit 0 S であっても、 MSM の OS Architecture 表示は 「 x 86」 と表示されます。 
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5.2 「 N 81 03-90 ディスクアレイコントローラ(外付 SAS HDD 用)』、 
「 N 81 03-91 ディスクアレイコント Q — ラ[内蔵 SAS HDD 用 ) J 
環境固有の注意 • 制限事項 

MSM では以下の 「 N 8103-90 ディスクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用）」、 「 N 8103-91 ディ 
スクアレイコントローラ（内蔵 SAS HDD 用）」環境固有の注意 ■ 制限事項があります。 


[MSM 表示] 

-ログの Date バ ime が、 「0 S 起動完了後に発生したイベント」も「サーバ起動開始してからの 
経過時間」で表示される場合があります。この場合、アプリケーションログで日時をご確認 
<ださい。 

■ 増設バッテリ （ N 8103-94) が搭載されていない場合、 MSM を起動するたびに、次のメッセージ 
が MSM ログとイベントログ（アプリケーション）に出力されます。これは 、 Write Policy に Wr 
ite Thru を設定していても出力されます。 


[MSM ログ ] 

Controller ID：x BBU disables ； changing WB logical drivers to WT. 

[ イベントログ（アプリケーション ）] 

ソース： MR_M0NIT0R 

分類： BBU 

イベント ID: 195 
種類： 警告 

説明： Controller ID：x BBU disables ； changing WB logical drivers to WT. 

※ 乂部は、コントローラーの ID の値となります。 

このログ出力は、サーバ起動時に表示される次のメッセージに従って ‘D ’ を入力することで抑止できま 
す。 

The battery hardware is missing or malfunctioning, or the battery is 
unplugged. If you continue to boot the system, the battery-backed cache 
will not function. Please contact technical support for assistance. 

Press 7 D 7 to disable this warning (if your controller does not have a battery). 


N 8141- 37 Disk 増設ユニット（ラックマウント用）に冗長電源が実装されていない場合、本体 
装置の電源を〇 N するたびに以下のメッセージが MSM ログとイベントログ（アプリケーシヨ 
ン）に出力されますが動作上は問題ありません。また、 MSM のインストール作業中には、同 
メッセージのポップアップが表示される場合があります。 


[MSM ログおよびポップアップメッセージ ] 

Controller 1 D ： x 

Power supply removed on enclosure x : 255 Power Supply 2. \ 

[ イベントログ（アプリケーション ）] 

ソース： 

MRJIONITOR 

イベント ID : 

173 

種類： 

エラ ー 

説明： 

Controller 1D：x Power supply removed on enclosure x : 255 Power Supply 2. 





■ 「 N 8103-90 ディスクアレイコントローラ（外付 SAS HDD 用）」に 「 N 8141-37 Disk 増設ユニッ 

卜（ラックマウント用）」を接続した場合、 MSM の Configuration Wizard 、 Rebuild 、 あるいは 
Reconstruct ion 機能を使用する前にディスクのスロット番号を確認する必要があります 0 
[注意事項] 

-スロット番号はこれらの機能を実行するときは表示されず、ディスクの Physical 
Dr ive 番号を選択します。 MSM の画面左の Physica I ビューに表示される Physical 
Drive 番号は Disk 増設ユニットの実際のスロット番号と異なりますので注意してく 
ださい。スロット番号は以下の画面のコピーのように MSM のディスクの Properties 
ビューで見ることができます。 

-この スロッ ト番号は0オリジンですが、 Disk 増設 ユニッ トに印刷されている番号は 
1オリジンです。 

-間違ったディスクを選択することを防ぐために、 MSM の Locate 機能を使用してス 
ロット番号が正しいかどうか確認してください。 
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5,3 fLSf Logic Embedded MegaRAID ( tm ) J 環境固有の注意 • 制限事 
項 

MSM では以下の 「LSI Logic Embedded MegaRAID ( tm )」 環境固有の注意■制限事項があります。 
[ MSM 操作] 

-同ーアレイの異なる 〃 Vi rtual Disk 〃に対して 〃 Vi rtual Disk Properties 〃を変更した場合、 

2 つ目以降の 〃 Virtual Disk 〃に対する設定はできない。2つ目以降の 〃 Vi rtual Disk 〃に対し 
て設定する場合には、その前に一度" Rescan " を実施してください。 

- RAID 10 を指定した場合、 Rebuild が完了しても進渉表示や HDD アイコンが更新されません。表 
示を更新するには、” Rescan ” を実行してください。 

- "Dedicated Hotspare 〃がメニューに存在しますが、実行するとエラーになります 。 「LSI Lo 
gic Embedded MegaRAI D ( tm ) 」環境では 、 "Dedicated Hotspare 〃をサボートしていません。 


[論理ドライブの作成 ■ 削除] 

- 〃Configration Wizard " から "Virtual Disk " 作成時 、 "Disk Cache Policy " に "Unchang 
ed〃/"Enab led 〃を設定しても、作成後のプロパティ表示は 〃 Wr ite Pol icy 〃に依存した値になり 
ます。 

■ "Rebui Id " 中や " Check Consistency 〃中に 〃 Vi rtual Disk 〃は削除できません。 

- 「Manual Configuration 」 や 「Guided Configuration 」 の 際に 、 「Default Write Pol icy 」 

は変更しないでください。 


[その他] 

- MSM ログに登録される時間が、日本標準時間より9時間少なく登録される場合があります（グ 
リニ ッジ標準時で登録される場合があります）。なお、システムのイベントログには、常に 
正しい時間で登録されます。ログのソート機能を使用してしまった場合は、 MSM を一旦終了 
して、再度起動すると、元の並び順で表示されます。 

- "Consistency Check 〃や〃 Rebu i I d 〃などの " Task Rates 〃は機能しません。 

- "Virtual Disk 〃の名前を変更しても画面更新せず、ログも登録しません。 

■ SATA 環境の場合 、 "Physical Disk 〃のプロパティ表示の 〃 Vendor ID"，"Revision Level (HDD 

FW )" が正しく表示されません。 

■ "Check Consistency 〃で ECC エラー を検出した際に 〃 Media Error Count 〃が自動的に更新され 
ません。この場合、 " Rescan 〃を実行して更新してください。 

- Windows XP Professional x 64 Edition 使用時に、 MSM 上での 「0 S 名」表示が不正になりま 
す。サーバ選択画面やプロパティ表示に 「 Windows 2003」と表示されます。 
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付録 A . 通報監視について 


ESMPRO/Server Manager に MegaRAID Storage システム （ SAS / SATA ) のイベントメツセージ表示を行 
うことができます。設定は環境によって以下のように異なっています。 

■ 監視対象の MegaRAID が接続されたサーバと別のマシンで動作する ESMPRO/ServerManager 
で監視を行う場合、そのマシンで以下の手順を行ってください。 

■ 監視対象の MegaRAID が接続されたサーバで動作する ESMPRO / ServerManager で監視を行う 
場合、設定は不要です。 


[ Alert 通報レジストリ設定手順] 

1 . CD - ROM ドライブに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD 媒体をセツトする。セツトした後、画面に 

「マスターコントロールメニユー」が表示された場合は、マスターコントロールメニユーを 
閉じてください。「 N 8103-91ディスクアレイコントローラ（内蔵 SAS HDD 用）」使用時など、 
「 EXPRESSBUILDER 」 に MSM が格納されていない場合、ボード添付の CD 媒体をセットしてくだ 
さい0 


2. 「 EXPRESSBUILDER 」 の 「¥ MSM ¥」 にある 「 MSMALRT . EXE 」 を起動します。 

ボード添付の CD 媒体をセットした場合も、 ¥ MSM ¥ フォルダ直下にある 「 MSMALRT . EXE 」 を起 
動します。 

確認のダイアログボックスが表示されますので[はい]を選択します。 



3. レジストリ設定が完了後、終了を示すダイアログボックスが表示されますので [0 K ] をクリックし、 
システムの再起動を実施します。 
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アラート通報メッセージと処置 

MSM をインストールすると、 「 MSM 」 と登録された後述の通報対象メッセージを通報対象として 
設定します。この設定を変更する場合は、 ESMPRO/ServerAgent の通報設定で定義し直してくだ 
さい。 

下表の Event ID は 10 進数です。 マネー ジャの列の 「〇」 印は ESMPRO/ServerManager への 通知 
を示しています。 「 Alive 」 の列の「〇」印は エクスプレス 通報 サービスへの 通知を示していま 
す。通報はすべて情報として通知します。 

なお、 「エラー ポップアップ機能」を有効化した場合、当リストにある エラー は、全てポップ 
アップ対象となります。 

エラーメッセー ジによっては、 「 ID 」 、 「 PD 」 、 「 VD 」 を表示するものがあります。これらは、 
次の書式で表示し、次の意味を持ちます。 


表示 

書式 

意味 

ID 

ID ： ^ 

ID はコントロ _ラの ID (コントロ _ラ番号）です。 

/は任意のコントローラ番号を示します （0 から昇順で割り振 
ります）。 

PD 

PD x ： y 

PD は Physical Drive の略です。 

/の値は無視してください。/は任意のスロット番号を示しま 
す （0 から昇順で割り振ります）。 

VD 

VD ： ^ 

VD は Vi rtual Disk の略です。 

/は任意の V i rtual D i sk 番号を示します （0 から昇順で割り振 
ります）。 


通報対象メッセージ 


Event 

ID 

メッセージ 

処置 

マネー 
シ、、ャ 

ALIVE 

2 

Unable to recover cache data rrom TBBU 

ディスクアレイコントローラを交換してください。 

〇 

〇 

10 

Controller cache discarded due to 
memory/battery problems 

メモリとバッテリを確認してください。 

〇 

〇 

11 

Unable to recover cache data due to 
configuration mismatch 

ディスクアレイコントローラを交換してください。 

〇 


13 

Controller cache discarded due to firmware 
version incompatibility 

ディスクアレイコントローラを交換してください。 

〇 


15 

Fatal firmware error: 

ファームウエアのエラーが発生しています。ディスクアレ 
イコントローラを交換願います。 

〇 

〇 

17 

Flash downloaded image corrupt 

フラッシュイメージが壊れている可能性があります。 
フラッシュイメ ージを確認してください。 

〇 


20 

Flash error 

ディスクアレイコントローラを交換してください。 

〇 

〇 

23 

Flash programming error 

フラッシュに使用した媒体を確認してください。媒体に問 
題がない場合はディスクアレイコントローラを交換してく 
ださい。 

〇 

〇 

24 

Flash timeout during programming 

フラッシュに使用した媒体を確認してください。媒体に問 
題がない場合はディスクアレイコントローラを交換してく 
ださい。 

〇 

〇 

25 

Flash chip type unknown 

ディスクアレイコントローラを交換してください。 

〇 

〇 

26 

Flash command set unknown 

ディスクアレイコントローラを交換してください。 

〇 

〇 

27 

Flash verify failure 

ディスクアレイコントローラを交換してください。 

〇 

〇 

32 

Multi-bit ECC error: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


33 

Single-bit ECC error: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


34 

Not enough controller memory 

ディスクアレイコントローラの交換をご検討ください。 

〇 

〇 

46 

Background Initialization aborted on VD: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


47 

Background Initialization corrected medium error: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 
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Event 

ID 

メッセージ 

処置 

マネー 
シ、、ャ 

ALIVE 

49 

Background Initialization completed with 
uncorrectable errors on VD: 

物理ドライブの予防交換をご検討ください。 

〇 

〇 

50 

Background Initialization detected uncorrectable 
multiple medium errors: 

物理ドライブの予防交換をご検討ください。 

〇 

〇 

51 

Background Initialization failed on VD: 

物理ドライブの予防交換をご検討ください。 

〇 

〇 

56 

Consistency Check aborted on VD: 

Consistency Check の終了妥当性を確認願います。 

〇 


57 

Consistency Check corrected medium error: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


60 

Consistency Check detected uncorrectable 
multiple medium errors: 

物理ドライブの予防交換をご検討ください。 

〇 

〇 

61 

Consistency Check failed on VD: 

物理ドライブの予防交換をご検討ください。 

〇 

〇 

62 

Consistency Check failed with uncorrectable 
data on VD: 

物理ドライブの予防交換をご検討ください。 

〇 

〇 

63 

Consistency Check found inconsistent parity on 

VD strip: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


64 

Consistency Check inconsistency logging 
disabled, too many inconsistencies on VD: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


67 

Initialization aborted on VD: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


68 

Initialization failed on VD: 

物理ドライブの予防交換をご検討ください。 

〇 

〇 

75 

Reconstruction stopped due to unrecoverable 
errors: 

再発する場合、物理ドライブの予防交換をご検討くださ 
い 0 

〇 


76 

Reconstruct detected uncorrectable multiple 
medium errors: 

再発する場合、物理ドライブの予防交換をご検討くださ 
い 0 

〇 


79 

Reconstruction resume failed due to 
configuration mismatch: 

再発する場合、物理ドライブの予防交換をご検討くださ 
い 0 

〇 


82 

PD Clear aborted: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


83 

PD Clear failed: 

再発する場合、物理ドライブの予防交換をご検討くださ 
い 0 

〇 

〇 

87 

Error: 

サポート部門にお問合せください。 

〇 


90 

Hot Spare SMART polling failed: 

物理ドライブの予防交換を検討してください。 

〇 

〇 

92 

PD is not supported: 

サボート品の物理ドライブを挿入しているか確認してくだ 
さい 0 

〇 


93 

Patrol Read corrected medium error: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


95 

Patrol Read found an uncorrectable medium 

error: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 

〇 

96 

PD Predictive failure: 

物理ドライブの予防交換を検討してください。 

〇 

〇 

97 

Puncturing bad block: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 


98 

Rebuild aborted by user: 

ユーザ操作によってリビルドが中断していますので、 

RAID を再度構築願います。 

〇 


99 

Rebuild complete on VD 

リビルドの完了を通知するものですので、処置は不要で 
す。 

〇 

〇 

100 

Rebuild complete on PD 

リビルドの完了を通知するものですので、処置は不要で 
す。 

〇 

〇 

101 

Rebuild failed due to source drive error: 

ソース物理ドライブが壊れている可能性があります。物 
理ドライブ交換とバックアップからの復旧をご検討くださ 
い 0 

〇 

〇 

102 

Rebuild failed due to target drive error: 

夕ーゲット物理ドライブが壊れている可能性があります。 
物理ドライブ交換をご検討ください。 

〇 

〇 

105 

Rebuild started: 

リビルドの開始を通知するものですので、処置は不要で 
す。 

〇 

〇 

106 

Rebuild automatically started: 

リビルドの開始を通知するものですので、処置は不要で 
す。 

〇 

〇 

107 

Rebuild stopped due to loss of cluster ownership: 

権限を確認してください。 

〇 


108 

Reassign write operation failed: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 

〇 

109 

Unrecoverable medium error during rebuild: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 

〇 

111 

Unrecoverable medium error during recovery: 

エラーが多発する場合、物理ドライブの予防交換をご検 
討ください。 

〇 

〇 
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Event 

ID 

メッセージ 

処置 

マネー 
シ、、ャ 

ALIVE 

119 

SAS topology error: し 0 op detected 

ディスクアレイコントローラの接続を確認してください。 

〇 

〇 

120 

SAS topology error: Device not addressable 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

121 

SAS topology error: Multiple ports to the same 

SAS address 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

122 

SAS topology error: Expander error 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

123 

SAS topology error: SMP timeout 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

124 

SAS topology error: Out of route entries 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

125 

SAS topology error: Index not found 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

126 

SAS topology error: SMP function failed 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

127 

SAS topology error: SMP CRC error 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

128 

SAS topology error: Multiple subtractive 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

129 

SAS topology error: Table to table 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

130 

SAS topology error: Multiple paths 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

131 

Unable to access device 

ディスクアレイコントローラの接続に問題がないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

134 

Dedicated Hot Spare no longer useful for all 
arrays: 

物理ドライブの予防交換を検討してください。 

〇 

〇 

137 

Global Hot Spare does not cover all arrays 

物理ドライブの予防交換を検討してください。 

〇 


140 

VD Marked inconsistent due to active writes at 
shutdown: 

念のため整合性チェックを実施願います。 

〇 


145 

Battery temperature is nigh 

バッテリが高温になっています。多発する場合、バッテリ 
交換を検討願います。 

〇 

〇 

146 

Battery voltage low 

エラーが多発する場合、バッテリ交換を検討願います。 

〇 


148 

Battery is discharging 

エラーが多発する場合、バッテリ交換を検討願います。 

〇 


150 

Battery needs to be replaced, SOH Bad 

バッテリを交換してください 0 

〇 

〇 

154 

Battery relearn timed out 

バッテリを交換してください。 

〇 

〇 

162 

Current capacity of the battery is below threshold 

エラーが多発する場合、バッテリ交換を検討願います。 

〇 


166 

Communication lost on enclosure: 

エンクロージャの接続を確認してください。 

〇 

〇 

168 

Fan failed on enclosure: 

エンクロージャファンの動作を確認してください。 

〇 

〇 

170 

Fan removed on enclosure: 

エンクロ — ジャファンの接続を確認してください。 

〇 

〇 

171 

Power supply failed on enclosure: 

エンクロージャの電源供給を確認してください。 

〇 

〇 

177 

Temperature sensor below warning threshold on 
enclosure: 

温度センサーが「警告しきい値」を越えています。温度を 
確認してください。 

〇 


178 

Temperature sensor below error threshold on 
enclosure 

温度センサーが「異常しきい値」を越えています。温度を 
確認してください。 

〇 

〇 

179 

Temperature sensor above warning threshold on 
enclosure 

温度センサーが「警告しきい値」を越えています。温度を 
確認してください。 

〇 


180 

Temperature sensor below error threshold on 
enclosure: 

温度センサーが「異常しきい値」を越えています。温度を 
確認してください。 

〇 

〇 

181 

Enclosure shutdown: 

エンクロ — ジャを確認してください。 

〇 

〇 

182 

Too many enclosures connected to port. 

Enclosure not supported: 

エンクロージャの接続数を減らしてください。 

〇 


183 

Firmware mismatch on enclosure: 

エンクロージャのファームウェアとの互換がありません。 
サポート部門に問い合わせてください。 

〇 

〇 

184 

Sensor bad on enclosure: 

サポート部門に問い合わせてください。 

〇 


185 

Phy is bad on enclosure: 

エンクロージャが故障した可能性があります。交換をご 
検討ください。 

〇 

〇 

186 

Unstable Enclosure: 

エンクロージャが故障した可能性があります。交換をご 
検討ください。 

〇 

〇 
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Event 

ID 

メッセージ 

処置 

マネー 
シ、、ャ 

ALIVE 

187 

Hardware error on enclosure: 

エンクロージャが故障した可能性があります。交換をご 
検討ください。 

〇 

〇 

188 

No response from enclosure: 

エンクロージャが故障した可能性があります。交換をご 
検討ください。 

〇 

〇 

189 

SAS/SATA mixing not supported in enclosure; 
disabled PD: 

SAS と SATA が同ーエンクロージャ混在しています。接 
続構成が正しいか確認してください。 

〇 


190 

Unsupported hotplug was detected on SES 
enclosure: 

SES ホットプラグはサボートしていません。 

〇 


195 

BBU disabled; changing WB logical drives to WT 

バッテリを確認してください 0 

〇 


196 

Bad block table is 80% full on PD: 

物理ドライブの BAD Block テーブルの使用量が 80 %を 
越えました。物理ドライブを交換してください。 

〇 

〇 

197 

Bad block table is full; unable to log block: 

物理ドライブの BAD Block テーブルの空きが無くなりま 
した。物理ドライブを交換してください。 

〇 

〇 

198 

Consistency Check Aborted Due to Ownership 
Loss on VD: 

権限を確認してください。 

〇 


199 

Background Initialization (BGI) aborted due to 
ownership loss on VD: 

権限を確認してください。 

〇 


200 

Battery/charger problems detected; SOH Bad 

バッテリを交換してください。 

〇 

〇 

201 

Single-bit ECC error; warning threshold 
exceeded: 

物理ドライブの予防交換を検討願います。 

〇 

〇 

202 

Single-bit ECC error; critical threshold exceeded: 

物理ドライブの交換を行ってください。 

〇 

〇 

203 

Single-bit ECC error; further reporting disabled: 

物理ドライブの交換を行ってください。 

〇 

〇 

204 

Power supply switched off for enclosure: 

エンクロージャの電源を確認してください。 

〇 

〇 

206 

Power supply cable removed on enclosure: 

エンクロージャの電源ケーブルが外れていないか確認し 
てください。 

〇 

〇 

211 

BBU Retention test failed! 

BBU を交換してください。 

〇 

〇 

214 

NVRAM Retention test failed! 

ディスクアレイコントローラを交換してください。 

〇 

〇 

216 

FAILED Test: 

テストで異常を検出しました。ディスクアレイコントローラ 
の交換を検討ください。 

〇 

〇 

221 

NVRAM is corrupt; reinitializing 

エラーが多発する場合、ディスクアレイコントローラの予 
防交換を検討願います。 

〇 


222 

NVRAM mismatch occurred 

エラーが多発する場合、ディスクアレイコントローラの予 
防交換を検討願います。 

〇 


223 

Link lost on SAS wide port: 

エラーが多発する場合、ディスク、ディスクアレイコント 
口ーラの予防交換を検討願います。 

〇 


225 

Allowed error rate exceeded on SAS port: 

エラーが多発する場合、ディスク、ディスクアレイコント 
口ーラの予防交換を検討願います。 

〇 


226 

Bad block reassigned: 

エラーが多発する場合、ディスクの予防交換を検討願い 
ます。 

〇 


228 

Temperature sensor differential detected on 
enclosure: 

エラーが多発する場合、エンクロージャの予防交換を検 
討願います。 

〇 


229 

Disk test cannot start. No qualifying disks found 

エラーが多発する場合、ディスクの予防交換を検討願い 
ます。 

〇 


230 

Time duration provided by host is not sufncient 
for self check 

エラーが多発する場合、ディスクアレイコントローラの予 
防交換を検討願います。 

〇 


235 

Firmware download failed on enclosure: 

エラーが多発する場合、エンクロージャの予防交換を検 
討願います。 

〇 


236 

Drive is not certified: 

ディスクの接続を確認願います。 

〇 


238 

PDs missing from configuration at boot 

ディスクの接続を確認願います。 

〇 


239 

VDs missing drives and will go offline at boot 

ディスクの接続を確認願います。 

〇 


240 

VDs missing at boot 

ディスクの接続を確認願います。 

〇 


241 

Previous configuration completely missing at 
boot 

ディスクの接続を確認願います。 

〇 


245 

PD rebuild not possible as SAS/SATA is not 
supported in an array 

サボート対象の物理ドライブを使用しているかを確認し 
てください。 

〇 


250 

VD is now PARTIALLY DEGRADED 

部分的なデグレードを検出しました。故障した物理ドライ 
ブを交換し、リビルドを実行してください。 

〇 


251 

VD is now DEGRADED 

論理ドライブが縮退しています。故障した物理ドライブを 
交換し、リビルドを実行してください。 

〇 

〇 

252 

VD is now OFFLINE 

論理ドライブがオフラインになりました。バックアップを使 
用してデータの復旧を実施してください。 

〇 

〇 
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254 

VD disabled because RAID-5 is not supp 
orted by this RAID key 

RAID5 をサボートしていないため VD を無効にします。 
RAID キーを確認してください。 

〇 

〇 

255 

VD disabled because RAID-6 is not supp 
orted by this controller 

RAID6 をサボートしていないため VD を無効にします。 
RAID キーを確認してください。 

〇 

〇 

256 

VD disabled because SAS drives are not 
supported by this RAID key 

SAS ドライバが RAID キーをサボートしていないため VD 
を無効にします。 SAS ドライバおよび RAID キーを確認し 
てください。 

〇 

〇 

257 

PD missing 

ディスクの接続を確認願います。 

〇 
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